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FA最新事情を関連企業の動向と導入事例で解説

ファクトリー
オートメーション



　コロナ禍を機に、リモートワークを導入する企業が増えました。そ
れに伴い、従業員が出社しないことで生まれた空きスペースが無駄
となり、コスト削減の一環として最低限のスペースでの事業運営を
考える企業様も増えてきています。
　そこで、GDMでは現状のオフィス使用状況をヒアリング後に、実際
にオフィスを縮小移転した際、どの程度のコスト削減が見込めるかな
どのシミュレーションができるアルゴリズムをご用意いたしました。
　もちろん、本社への提出資料としてもご活用いただけます。お気
軽にお問い合わせください。

GDM アジア
詳しくは弊社Webをご覧ください

GDM(Thailand)Co.,Ltd.

57 Park Ventures Ecoplex 12th Floor

担当:山本 088-572-4998
seiji@gdm-asia.com

AdAsia (Thailand) Limited 様
GMOクラウド 様
JXTGエネルギー 様
NECプラットフォームズ 様
アイシン精機 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
いすゞ 自動車 様
コナミホールディングス様
トヨタ車体精工 様
パナソニック デバイスＳＵＮＸ 様
ユニ・チャーム 様
伊藤忠エネクス 様

王子製鉄 様
JALUX 様
UACJ 様
UACJトレーディング 様
エフティコミュニケーションズ 様
ビジネスブレイン太田昭和 様
宇徳 様
戸上電機製作所 様
湖池屋 様
小松製作所 様
日立ソリューションズ 様
京セラ 様

群馬銀行 様
古河電気工業 様
三菱マテリアル 様
住友重機械工業 様
住友商事マシネックス 様
赤城乳業 様
帝人 様
日揮 様
日工 様
日本バルカー工業 様　　他

 オフィス内装/オフィス家具  取引企業様一例

オフィススペースを縮小移転で攻めのコスト削減

ニューノーマルを見据え、
“攻め”の固定費削減を検討

現在の賃料、広さ、収容人数、縮小後の収容人数、
必要なその他お部屋をお知らせください１
お電話、Zoom、訪問等で詳細ヒアリングを行います。
日本人担当者が対応2
シミュレーション後にシミュレーション結果を提出。
御社に最適なソリューションをご提案いたします 3

オフィス不動産情報 オフィス内装コスト

3,700,000/2,640,000=1.40...→約１年半で追加投資額は相殺

新設オフィス内装費を抑えることで更に短縮可能！

既存オフィス賃料 300㎡ × 1,100 THB = 330,000 THB / 月
新設オフィス賃料 100㎡ × 1,100 THB = 110,000 THB / 月
年間賃料削減額 2,640,000 THB / 年
既存オフィス原状回復費 約 1,500,000 THB
新設オフィス内装費 約 1,600,000 THB
追加家具 / 引越し費用等 約 600,000 THB
追加投資額 約 3,700,000 THB

(単位：バーツ） 
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新設オフィス賃料
100㎡ × 1,100 = 110,000 THB / 月

既存オフィス賃料
300㎡ × 1,100 = 330,000 THB / 月

約１年半で
追加投資額は相殺

例：既存300㎡のオフィスを100㎡に縮小する場合

(単位：バーツ） 
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新設オフィス賃料
100㎡ × 1,100 = 110,000 THB / 月

既存オフィス賃料
300㎡ × 1,100 = 330,000 THB / 月

約１年半で
追加投資額は相殺

の査定事例あり

39%
コストダウン

３年契約スパン最大

GDM取引実績

１００社以上オフィスを縮小移転したいが
コスト相殺期間を知りたい

オフィスの立地を見直したいが
コスト削減が可能か知りたい

内装費や改装費の具体的な
見積金額を知りたい BANGPAKONG LOGISTICS PARK

三井不動産と共同開発

• バンコク中心街まで46km

• バンコク港まで56km
• レムチャバン港まで52km

• ウタパオ国際空港まで 108km
• スワンナプーム国際空港まで39km
• ドンムアン国際空港まで80km

Industrial.frasersproperty.co.th

お問い合わせ

065-518-7952 | sato@frasersproperty.com

チョンブリ

スワンナプーム
空港

タイランド湾

ドンムアン空港

バンコク

バンパコン

サムットプラカン

バンコク港

スクムビット通り

ルート

バンコク・チョンブリモーターウェイ

バンコク・チョンブリエクスプレスウェイ

スクムビット通り

バンコク・
チョンブリエクスプレスウェイ

バンパコン川

バンコク・
チョンブリモーターウェイ

バンパコン・ロジスティクス・パークバンパコン・ロジスティクス・パーク

　フレイザーズ・プロパティー・インダストリアル（タイランド）が三井不動産と共同で開発するバ
ンパコン・ロジスティクス・パークは、東部経済回廊（EEC）のチャチュンサオ県のバンナー・トラー
ト通り46キロ地点に位置しています。
　総面積32万㎡の敷地には、柔軟にカスタマイズ可能なスペースを含む16万㎡以上の物流倉庫
を提供。フリーゾーン（FZ）は約4万㎡以上あり、さまざまな要件に対応する幅広いサイズの倉庫
が建設される予定です。
　バンコク都心部に近い上、34号線や314号線などの道路網に囲まれており、スワンナプーム国
際空港やレムチャバン港に簡単にアクセスできます。付近には工業団地が多く、自動車産業の関
連企業が集積。物流業務を最大限の効率化するために細心の注意を払って開発されています。
　第１フェーズは2021年第３四半期までに完成する予定です。

主な特徴

より快適な作業環境のための
優れた室内換気システムを配備

省エネルギーおよび自然に配慮した
設計と開発

カフェなどの商業施設や
都市コミュニティなどを含む快適な環境

混雑がなく安全な道路交通網



2021年開業 総開発面積400ライ

供給が少なかったマプタプットエリアに供給が少なかったマプタプットエリアに
ついに新規開発地誕生！

NEW

400ライ
総開発面積

小規模から大規模まで
ニーズに合わせ調整可能

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

本物件に関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績
・東プレ 様
・アイシンアジアパシフィック 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・アマダ 様

・コマツ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様
・不二越 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。

90万㎡
以上の
売買実績

90万㎡万㎡万㎡
以上の
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以上の
売買実績
以上の
売買実績

90万㎡
以上の
売買実績

90万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

供給が少なかったマプタプット工業
団地エリアに、待望の新規開発地が
誕生しました。
タイの重要な工業地域であるラヨー
ン県はEECの発展と共に今後さらに
飛躍するエリアだと予想されます。小
規模のレンタル倉庫・工場でもご活用
いただけます。長期リースも可能です。
（5,000㎡以下レンタルも個別分割相談可能）

工業用地として使用可

マプタプット工業団地に近接する好立地

30m幅道路沿いで
大型トレーラー輸送もスムーズ

1

2

3

パタヤパタヤ

マプタプット工業団地マプタプット工業団地

パデーン工業団地パデーン工業団地
WHAイースタン工業団地（マプタプット）WHAイースタン工業団地（マプタプット）
アジア工業団地マプタプットアジア工業団地マプタプット

レンタル倉庫・工場レンタル倉庫・工場

新規開発地新規開発地
レンタル倉庫・工場レンタル倉庫・工場

ウタパオ
国際空港
ウタパオ
国際空港

EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア
EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア

EEC主要各エリアへも
アクセス良好

EEC主要各エリアへも
アクセス良好

レンタル倉庫/工場
至
近マプタプット港

レンタル倉庫/工場
至
近マプタプット港

Photo Gallery

Land Information

マプタプット
工業団地
マプタプット
工業団地

WHA
イースタン
工業団地

（マプタプット）

WHA
イースタン
工業団地

（マプタプット）

マプタプット深海港マプタプット深海港

Check Point

マプタプット工業団地４㎞

　30㎞
　7㎞

アマタシティラヨーン

マプタプット深海港
レムチャバン港

マプタプット深海港

マプタプット港から１５分
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　読者の中には、どのように「美」と「経営」が結び付
くのかイメージができないという方も多くいることで
しょう。そこでまず「美」について考えてみましょう。
　私たち人間は美しいものを愛し、美しくありたい
と願います。ホモ・エレクトス（Homo erectus）のも
のとされる石器にも左右対称の美しさがあることが
示されており、美はまさにヒト以前の人類史にまで
遡ることができるのです。
　人間は美しいものが好きですし、「美」のようなお
よそ合理的ではないものを心地よく感じられるよう
です。そして、それには生存適応的な意味があると
言われています。
　私たちは「美」を感じている時、どのような状態に
あるのでしょうか。多くの場合は対象に入り込み、自
他が一体化するのではないでしょうか。つまり、対象
と私たち自身が融合化するとも言えますし、対象と自
らの垣根が取り払われるということかもしれません。
　一方で、経営あるいはマネジメントとは対象と自ら
を分離して、対象を管理可能にする(Controllable)
という意味で自他分離を試みることでもあります。し
かし、よく考えてみると経営の対象である組織はヒト
の集合体です。組織は社会や諸制度の中に埋め込
まれており、常に変わり続けている動的で掴みどころ
のない存在です。
　そして、組織が生かされている環境から影響を
受けると同時に、組織は環境そのものを自ら創造し
ています。つまり、組織は自ら環境に働きかけなが

ら新しい環境を創出していき、マネジメントとは対
象そのものに働きかけながらも自らを変えることで
他者に影響を及ぼすという「相互構成的な関係
性」の中で、自他非分離となるのです。
　対象を数値化・可視化して統制可能なものにす
る経営管理と、数字や言葉では容易に表現できな
い真・善・美との間にどのような関係を見出すこと
ができるのでしょうか。一見、かけ離れているような
両者ですが、優れた経営者の多くは美意識を磨
き、茶道や禅を通じて自他非分離の状態となる時
間を意図的に創出しています。
　今回、経営者の方 と々の対談を通じて「経営の
美学」や「美意識と経営」というものが、実はそれほ
どかけ離れたものではないことに気が付かれた方
は多いのではないでしょうか。　
　対談は短くても３時間、長いのは半日近くこうし
た点について話をしています。その内容は経営から
人生観まで幅広く日本企業へのメッセージも含ま
れていましたが、紙幅の関係もあり、ごく一部しか
掲載することができていませんでした。
　これから数回に亘り、対談内容のうち特に経営
や美意識との関わりで印象に残った部分をいくつ
か紹介していきたいと考えています。

美
と
経
営
の
関
連
性
と
は

第
1
回

写真撮影：石田直之氏

経営
トップエグゼクティブの

Beauty Management

2020年２月号から21年１月号まで、日本及びタ
イで活躍するトップエグゼクティブの皆様との
「美と経営」をテーマにした対談の内容を取り
上げてきました。今回からは「美と経営」という
テーマの意図や、これまで行われた対談を
振り返ってみたいと思います。

対談を通して見えてきたメッセージ

対談は19年10月から20年3月末までの間に、バンコク及び東京にて相手先のオフィスで行われたものです。本来であれば20年末にかけて多くの方 と々対談を予定していましたが、残念ながら新型コロナウイルスの感染
拡大を受けて国境を跨ぐ移動が制限されてしまいました。東京においても非常事態宣言が発令されるなど対面での取材は難しいと判断したことから、予定をしていた方 と々の対談を一時中断しています。

藤岡 資正・英オックスフォード大学より経営哲学博士を授与（D.Phil. in management 
studies）。チュラロンコン大学サシン経営大学院エグゼクティブ・ディレクター・MBA専
攻長、NUCBビジネススクール教授などを経て現職。早稲田大学ビジネススクール客員
准教授、戦略コンサルティングファームCDI顧問、神姫バス社外取締役、Sekisui 
Heim不動産取締役、中小企業変革支援プログラム顧問などを兼任。

電通（タイランド）
CEO：ナロン・トレスチョン氏
電通（タイランド）
CEO：ナロン・トレスチョン氏

資生堂アジアパシフィック
前社長：ジャン・フィリップ・シャリエ 氏
資生堂アジアパシフィック
前社長：ジャン・フィリップ・シャリエ 氏

グレイハウンド社
ファウンダー:バヌ・インカワット 氏
グレイハウンド社
ファウンダー:バヌ・インカワット 氏

デジタルハリウッド
大学学長：杉山 知之 氏
デジタルハリウッド
大学学長：杉山 知之 氏

Bunka Fashion School 
学長：ソンポン・スーントムタムロング 氏
Bunka Fashion School 
学長：ソンポン・スーントムタムロング 氏

Kadokawa Contents Academy
 社長：古賀 鉄也 氏

Kadokawa Contents Academy
 社長：古賀 鉄也 氏

チュラロンコン大学サシン経営大学院
日本センター所長
明治大学専門職大学院教授
藤岡 資正

チュラロンコン大学サシン経営大学院
日本センター所長
明治大学専門職大学院教授
藤岡 資正
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57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

資産の市場価格を把握しておきませんか?

工場・土地の売却物件も多数取扱あり。詳細はお気軽にお問合せください。

日系企業 工場 4,000㎡ 土地 9,000㎡
日系企業  工場 12,000㎡ 土地 25,000㎡
マレーシア企業 工場 9,000㎡ 土地 24,000㎡ 
タイ企業 工場 1,500㎡ 土地 3,200㎡
台湾企業 工場 24,000㎡ 土地 163,000㎡

■ 過去の成約事例一例

■ 手続きの流れ

タイで900,000㎡以上の土地売買取引を行ってきた弊社が、御社の土地・
工場・建物を価格査定いたします。売却、M＆Aのご相談も承っております。

● 評価レポート資料制作も可

見本

· トヨタ車体精工 様
· アイシン精機 様
· 積水プラスティック 様
· アルプス電気 様
· 戸上電機 様
· 宇徳 様
· 旭テック 様
· 三建産業 様

· 福島工業 様
· コマツ 様
· 名港海運 様
· 井関農機 様
· 宇部興産機械 様
· 不二越 様
· パナソニックデバイス
 SUNX 様

· 日本ダイヤバルブ 様
· 古河電気工業 様
· 古河AS 様
· 住商マシネックス 様
· 日本ガイシ 様
· アルプス物流 様
· 不二越 様
· 日本OA 様

· バルカー 様
· 野村総合研究所 様
· アムテック 様
· 大塚製薬 様
·アマダ様
· フジゼロックス様　他

弊社取引実績クライアント様

■ タイの現在の企業動向

日系大手

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中小

日系中小

電機

プラスティック成形

電子部品

設備

電子部品

食品

物流

設備

アルミ部品

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

ラヨーン

サムットプラカーン

ラヨーン

チョンブリ

完全撤退。統括エリア内統廃合

規模縮小。複数工場のうち一部売却。事業伸び悩み

完全撤退

ローカルパートナーとの合弁撤回及び撤退

タイ完全撤退。他国へ移設

資産圧縮。余剰土地売却

資産圧縮。余剰土地売却

完全撤退。一極化していたクライアントからの受注激減

資産圧縮。余剰土地売却

区分 業種 エリア 撤退・縮小理由

お問い合わせ（オンライン、面談、メール）

資料の準備

査定開始（１ヵ月前後）＊お急ぎの場合はお知らせください

査定結果報告

納品

守り
コスト削減
投資抑制
資金確保

備え
資産価値査定
資源配分見直し

攻め
競合買収
事業部売却
成長分野へ投資

１
2
3
4
5

コロナ禍で必要な対策
事前に“備え”である資産価値を把握することで、
具体的な“攻め”と“守り”のプランが立てやすくなります。

相場査定
工場・土地

簡易査定 無料承り中

□  オンライン相談可能

□  対面面談も可能

□  情報守秘

御社の資産相場、把握していますか？NEWSの詳細はウェブサイト（www.arayz.com）でチェック！！
このほかの『ASEAN最新ニュース』も随時配信中！！

　プリンスホテルは傘下の海外高級ホテルブランド「The Prince AKA-
TOKI」の３号店をバンコクにおいて2021年度冬以降に開業することを発
表した。
　同ブランドはプリンスホテルの子会社StayWell Holdingsが18年から
展開。海外に居ながら日本の洗練されたおもてなしや文化的要素を取り入
れたサービスを提供することを目指している。「The Prince AKATOKI 
Riverside Bangkok」はBTSサパーンタクシン駅より徒歩10分。

プリンスホテル高級ブランドが進出
チャオプラヤー川沿いで21年冬以降開業

　盤谷日本人商工会議所は会員企業を対象に行った景気動向調査の結果
を発表。景気の判断指数である業況感DIが2020年下期（見通し）で６とな
り、20年上期▲64から大きく改善した。21年上期（見通し）は14だった（DI
は「上向き」から「悪化」の割合を引いた数）。
　新型コロナウイルス感染拡大前の水準に回復するのは「21年後半」が 
31％と最も多かった。今後必要となる対策（複数回答）は「コスト削減（労務
費以外）」 （61％）、「販路開拓」（60％）、「労務費の削減」（48％）が多かった。

日系企業の景況感は改善傾向
盤谷日本人商工会議所調査

　近鉄エクスプレスのタイ法人KWE-Kintetsu World Express（Thai-
land）は１月１日付で東部チョンブリ県のアマタシティチョンブリ工業団地
に営業所を開設したと発表した。
　同工業団地は700近い企業が進出しているタイ最大規模の工業団地。こ
れまではバンコクオフィスから同地域の顧客に物流サービスを提供してい
た。営業所には３人の営業担当者が常駐。レムチャバン港や東部の各工業
団地にも近く、より顧客に密着した物流サービスの向上を図る。

近鉄エクスプレスが東部に新営業所
アマタシティチョンブリ工業団地に開設

　パナソニックの家電製品を販売するPanasonic AP Sales (Thailand)
では、空気中の水分に高電圧を加えることで生成される高機能帯電微粒
子水による「ナノイーX」技術を採用した製品を拡充する。帯電微粒子水は
パナソニックが20年以上に亘って研究してきた技術で、新型コロナウイル
スに対する抑制効果も確認されている。
　既にタイで発売されているエアコンや空気清浄機などに使われており、今
年も新製品の投入を計る。エアコン販売で前年比15％増を目指すという。

ナノイーX搭載製品で売上増図る
新型コロナ抑制効果も、パナソニック

081-813-4965（山口）
Mail：info@apamanbkk.com
HP：https://twy.co.th

 

[問い合わせ]

ア
ソ
ー
ク
通
り

ア
ソ
ー
ク
通
り

ペッブリー通りペッブリー通り

グラミー本社

シノタイタワー

スクンビット通り

MRT
スクンビット
MRT
スクンビット

MRT
ペッブリー
MRT
ペッブリー

エアポートリンクマッカサン駅エアポートリンクマッカサン駅

BTSアソークBTSアソーク

ターミナル21

常に時代を先駆けるMRTスクンビット・BTSアソークから

ビジネスの可能性が開く

26年の実績と経験であなたをサポート
=T.W.Y. OFFICE CENTER=

あぱまん情報自社物件

日本政府観光局・国際交流基金バンコク文化センター同フロア

サミット・タワー
10階

不動産に関するあらゆるニーズにお応えします。
T.W.Y. CO., LTD.

一般人材
派遣

紹介予定派遣

お客様の業務内容、
ニーズに適した即戦
力タイ人材をスピー
ディーに選出し、事前
研修後に派遣します。

派遣にて一定期間（最長2年間）、業務
遂行能力や勤務態度などを評価後に、必
要な人材のみ紹介契約に切り替えてい
ただけます。能力、勤務態度、社内スタッ
フ様との関係も含め、紹介よりも長い期間
見極めが可能となり、お客様のリスク軽
減、より良い人材の雇用につながります。

タイで10年以上200社超の実績24時間日本語対応

一般人材
紹介
プロフェッショナル
な人材情報をご提供
する人材紹介サービ
スです。

運転手
派遣
事前教育、薬物検査
に合格した運転手を
派遣します。常時、正社
員運転手が待機してお
り、緊急時のサポート
体制も万全です。

財人    を派遣する。

おすすめ！

紹介されたが
試用期間で
辞めないか？

雇用したいが
能力に疑問がある。
勤務態度は大丈夫？

Email：k.tabuchi@kyoudoh.co.th　　HP：www.kyoudoh.com

KYOUDOH GROUP RECRUITMENT CO., LTD.

29/1 PiyaPlaceLangsuang Building,10th Fl, Unit 10E, Soi Langsuang, 
Ploenchit Road Lumpini Pathumwan, Bangkok 10330

電話：（+66）02-254-5276　日本人直通：086-016-7200（田淵）
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倍の３％に達している。過剰負債問題は今
後数年の国内販売の回復の最大の制約要
因となるだろう。

今年注目されるトレンド

　今年は引き続きSUV（スポーツ多目的車）
ブームが続くことが予想される。昨年１月～
11月のSUVの販売台数は前年比７％減に
留まり、新型コロナウイルスの影響が相対的
に小さかった。世界的なSUV志向の高まりを
受けて、トヨタの「カローラ・クロス」、スズキの
「XL-7」、マツダの「CX-30」、MG「HS」等の
新車効果が効いている。価格は100万台
バーツ以上が多いがデザイン、居住性、ハイ
ブリッド（HEV）など新機能の追加で人気が
高まった。
　乗用車では、エコカーの
不調は継続することが予
想される。１月～11月の乗
用車販売は前年比35%減
であり、主要セグメントの中
で一番落ち込みが大き
かった。なかでも、低価格
セグメントであるエコカー
への影響が大きい。ただ
興味深い動きとして、エコ
カーの中でも最も安いスズ
キ「セレリオ」の販売が前

昨年は生産が３割、販売は２割減

　2020年のタイの自動車生産は前年比約
29％減の約143万台、国内販売は前年比約
21％減の約79万台となった。自動車生産は
新型コロナウイルスの影響で４月に大きく落
ち込んだ以降は右肩上がりに回復し、９月以
降は前年並みになった。
　けん引したのは国内販売であり、新型コロ
ナウイルスによる制限措置解除後の国内消
費の回復や、公共投資などの政府支出の増
大などが貢献した。他方で、国内生産の約
半分を占める輸出の落ち込みは長引き、11
月に初めて前年比増に転じた。
　21年の自動車生産の見通しは、新型コロ
ナウイルスの第二波が短期に収束することを
前提に160万～170万台程度と見る。昨年10
月以降の生産は年換算180万台で推移して
いるが、今年後半からペースが落ち込む可
能性がある。それは政府部門と家計部門の
負債、つまり双子の赤字が生産の半分を占
める国内市場の回復の重しになると見られ
るからだ。
　政府の財政赤字が新型コロナウイルス対
策で既に限界に達しており、第二波への対
応でさらに膨れることから、政府支出が今年
後半以降減速する可能性が高い。他方で
家計の過剰負債は雇用環境の悪化や収入
低迷で悪化しており、不良債権率は通常の

執筆者：野村総合研究所タイ　

タイ、アセアンの
自動車ビジネス新潮流を読む

《業務内容》 
経営・事業戦略コンサルティング、市場・規制調査、情報システム（IT）コンサルティング、
産業向けITシステム（ソフトウェアパッケージ）の販売・運用、金融・証券ソリューション
399, Interchange 21, Unit 23-04, 23F, Sukhumvit Rd., Klongtoey Nua, Wattana, 
Bangkok 10110
TEL: 02-611-2951  URL: www.nri.co.jp

マネージング・ダイレクター

田口  孝紀
シニアマネージャー

山本  肇

年から３倍増の4,000台以上に急増した。
　HEVを含む電動車（ｘEV）比率は今年も
上昇するが、引き続きHEVが中心になると予
想される。陸運局によると、昨年の電動車の
新規登録台数は35,000台と自動車市場全
体の約1.3％に達し、前年を0.2％上回った。た
だし、その約9割はHEVで占められる。特に
昨年末に発売された「シティ e:HEV」が好
調であり、発売開始後１ヵ月余りで5,000台の
受注に達した。
　新興の中国ブランドも注目である。以前も
取り上げた長城汽車が今年３月のモーター
ショーで発売を開始する。また、昨年に前年
比増を維持したMGが新型SUVなどの新車
攻勢で国内販売シェアの順位を上げられる
のか目が離せない。
　コロナ禍による所得格差の拡大を反映し、
中間層では100万バーツ以上のSUVや電動
車の人気が高まる一方で、中間層以下では
低価格志向も高まっており、排気量1,000cc
クラスやMGなどの中国ブランドが伸びてい
る。今年も、市場の両極化が進むことが予想
される。

第38回

～好評につき、シリーズ継続！～

2021年のタイ自動車
生産・販売の見通し

　

長城汽車はHAVALブランドでタイに参入すると見られる

2020年タイの自動車・二輪産業関連データ　

2020年の自動車生産台数
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2020年の自動車輸出台数

2020年の自動車販売台数

2020年の二輪販売台数
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2020年の二輪生産台数
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《2020年累計》

自動車販売 792,146 ‐21.4%

自動車生産 1,426,970 -29.1%

二輪販売 1,516,096 -11.8%

二輪生産 2,023,433 -20.1%

自動車輸出 735,842 -30.2%

2020年累計 台数 前年比

自動車関連データ
2020年

二輪関連データ
2020年

コロナ禍で生産、販売共に大きく落ち込む
21年はいずれも前年比増の見込み

　新型コロナウイルスの感染拡大の影響もあって、2020年の新
車販売台数は前年比21.4％減の792,146台となり、２年連続で
前年比減となった。乗用車は31％減の274,789台、商用車は
15.1％減の517,357台だった。生産台数も輸出先の需要減など
を受け、前年比29.1％減の1,426,970台となった。前年比減は２
年連続で、大洪水が発生した11年も下回る結果となった。
　トヨタモーター（タイランド）は21年の新車販売台数を前年比
７％～14％増の85万～90万台と予想。タイ工業連盟（FTI）は自
動車の生産台数を前年比5.1％増の150万台と見込んでいる。

【新車情報】
マツダ「BT-50」
550,000THB～

出所：FTI

出所：FTI 出所：FTI

出所：TOYOTA MOTOR（THAILAND）

出所：FTI
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FAによるタイ製造業高度化

　製造業はGDP（国内総生産）の約30％を占めるタイの基幹産業の一つである。しかし、豊富な労働力を
持つベトナムなど周辺国の台頭、少子高齢化による労働人口の縮小などの課題を抱え、今後も高い競争力
を維持するためにはFA（ファクトリーオートメーション）化を中心とした産業高度化が不可欠となっている。タ
イ政府の掲げる「タイランド4.0」においても、ロボット・オートメーションは重点産業の一つに位置している。
今回はFA化を巡る世界及びタイの現状のほか、関連企業へのインタビューを交えてタイのFA事情に迫る。

世
界
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Ｆ
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Ｆ
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ク
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の
い
ず
れ
も
年
10
％
の
成

長
を
遂
げ
、現
在
３
０
０
万
台
近
い
ロ
ボ
ッ

ト
が
世
界
で
稼
働
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、世
界
に
供
給
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
約
５

割
は
日
本
企
業
が
製
造
し
た
も
の
だ
。

　
た
だ
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
進
展
度
合
い
を
見

る
と
偏
り
が
あ
る
。母
数
が
異
な
る
こ
と
か

ら一概
に
は
言
え
な
い
が
、世
界
の
工
場
と
さ

れ
ロ
ボ
ッ
ト
の
生
産
拠
点
も
あ
る
中
国
や
日

本
、ア
メ
リ
カ
な
ど
で
の
導
入
が
大
き
く
進

ん
で
い
る
。タ
イ
は
東
南
ア
ジ
ア
で
１
位
と
健

闘
し
て
い
る
も
の
の
、上
位
国
と
比
べ
る
と

桁
が
違
う（
図
表
２
）。

　
製
造
業
の
従
業
員
１
万
人
当
た
り
の
導

入
台
数
と
い
う
観
点
で
も
、人
件
費
の
高
い

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
韓
国
、日
本
、ド
イ
ツ
が
高

い
数
値
を
示
し
て
い
る
。こ
れ
ら
か
ら
、Ｆ
Ａ

化
を
進
め
る
大
き
な
要
因
の一つ
が
省
人
化

に
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。タ
イ
で
F
A

の
導
入
が
進
ま
な
い
理
由
の一つ
は
、タ
イ
が

そ
れ
ら
の
国
に
比
べ
る
と
人
件
費
が
高
く
な

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（
図
表
３
）。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
の
が
世

界
的
に
見
て
も
自
動
車
や
電
機
電
子
産
業

で
あ
り
、そ
れ
は
野
村
総
合
研
究
所
が
タ
イ

で
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
を

示
し
て
い
る（
図
表
４
）。

ファクトリーオートメーション事情

FA化のメリットとは？
作業効率の改善、品質の
均一化・向上、省人化などが可能

FA化が進んでいる国は？
産業用ロボットの年間
導入台数は中国が世界一

タイのFA化の現状は？
ロボット導入台数は伸びておらず
政府はFA化を促進

地域別の産業用ロボット導入台数と稼働台数図表１

ロボットの導入台数が多い上位15の国・地域図表２ タイにおける自動化の現在と将来の市場

現在の自動化の主要顧客の業種 将来的に拡大したい顧客業種  

図表4

国別の製造業の平均時給と稼働台数図表３

「Current status and future prospect of Robot industry in Thailand」より引用
全文はhttps://robot-automation.eeco.or.th/business/で公開中

によるFA
タイ製造業高度化

ファクトリー
オートメーション

食品飲料

物流倉庫

医療

自動車

電子

日用消費財

電機

化学

溶接

自動車

電機

食品飲料

電子

物流倉庫

医療

日用消費財

化学

家具

家電製品

ジェトロ委託による野村総合研究所（NRI）作成

国別の製造業の平均時給 国別の製造業従業員１万人当たりのロボット稼働台数

地域別の産業用ロボット導入台数 地域別の産業用ロボット稼働台数

20年前半は日本などで回復の動きを

見せており、コロナ禍で自動化の

さらなる進展も期待される。

19年は米中貿易摩擦や

世界経済の落ち込みにより、主要業種の

自動車や電機電子分野で導入が減少。

（単位：千台） （単位：千台）

出所：IFR World Robotics 2020 と中国ロボット産業発展レポート（2019年）より、NRI作成 出所：NRIが実施したタイのSI（システムインテグレーター）17社へのアンケートより

出所：International Federation of Robotics, World Robotics 2020

出所：IFR, World Robotics 2020 and the Conference board

（2019年、単位：米ドル） （2019年） 

知っておきたい！

・世界13位

・アジア６位

・東南アジア１位

産業用ロボット生産国

タイの位置
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FAによるタイ製造業高度化

ジェトロ・バンコク事務所
製造産業部　山口健次

Ｆ
Ａ
化
に
不
可
欠
な
Ｓ
Ｉ
と
は

　

ロ
ボ
ッ
ト
を
含
め
た
Ｆ
Ａ
化
の
大
き
な
カ

ギ
を
握
る
の
が
Ｓ
Ｉ（
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
タ
ー
、Sier

＝
エ
ス
ア
イ
ヤ
ー
と
も
）の
存

在
だ
。

　

通
常
、ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
は
ロ
ボ
ッ
ト
単

体
を
製
造
、販
売
し
て
お
り
、ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
だ
け
で
は
自
動
化
設
備
を
構
築
で
き

な
い
。Ｓ
Ｉ
の
仕
事
は
ロ
ボ
ッ
ト
や
セ
ン
サ
、各

種
関
連
機
器
を
駆
使
し
て
顧
客
の
要
望
に

合
っ
た
自
動
化
設
備
を
設
計
し
、工
場
に
導

入
す
る
こ
と
だ
。Ｆ
Ａ
化
を
さ
ら
に
進
め
る

に
は
Ｓ
Ｉ
の
育
成
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

タ
イ
は
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
台
数
の
推
移
を
見

て
も
、大
き
な
伸
び
を
見
せ
て
い
な
い（
図
表

５
）。タ
イ
政
府
も
Ｆ
Ａ
化
を
一
層
進
展
さ
せ

る
た
め
に
Ｓ
Ｉ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
お

り
、18
年
に
２
０
０
社
程
だ
っ
た
Ｓ
Ｉ
企
業
を

23
年
ま
で
に
１
４
０
０
社
ま
で
増
や
す
目
標

を
立
て
て
い
る
。さ
ら
に
全
体
の
中
で
完
全

自
動
化
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
自
動
化
設
備
を
取

り
入
れ
て
い
る
割
合
15
％
を
21
年
中
に
50
%

ま
で
高
め
、26
年
ま
で
に
は
東
南
ア
ジ
ア
の

研
究
開
発
拠
点
の
筆
頭
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る（
図
表
６
）。

　

近
年
は
製
造
業
への
I
o
T（Internet of 

T
hings

）導
入
の
必
要
性
も
謳
わ
れ
て
い
る
。

I
o
T
市
場
は
世
界
及
び
タ
イ
で
も
年
々
拡

大
し
て
お
り
、製
造
業
も
大
き
な
割
合
を
占

め
て
い
る（
図
表
７
）。

　

Io
T
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

タイの製造業の自動化進捗度合い図表6

IoT市場の内訳と見通し

世界のIoT市場の内訳

図表7

タイのロボット導入台数の推移図表5

ト
で
繋
が
り
、相
互
に
情
報
交
換
を
す
る
仕

組
み
だ
。例
え
ば
工
場
内
の
設
備
や
内
外
の

拠
点
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、各
機
器
に

付
け
た
セ
ン
サ
な
ど
か
ら
収
集
し
た
デ
ー
タ

を
共
有
し
て
設
備
の
稼
働
状
況
を
常
時
監

視
す
る
な
ど
、今
後
は
生
産
現
場
で
も
一
層

活
用
が
進
む
見
通
し
だ
。

　タイの産業界では少子高齢化や生
産年齢人口の減少に伴い、より高付加
価値な事業領域へのシフトが必要で
す。特に大手財閥系企業においては素
早いデジタル化の実現、中小企業を含
む広い裾野産業では中長期を視野に
入れた競争力の底上げが必須です。
　具体的にはタイが強みを持つ製造
業において従来のタイランド4.0でも掲
げられているロボットなどの自動化やデ
ジタル技術の促進による産業・人材の
高度化に加えて、コロナ禍ではオペ
レーションの見直しをする企業も増えて
おり、自動化による従業員の安全（非接
触）、製造現場における設備や人材の
最適化（生産・効率性）について改め
て考えなければいけません。
　IoT関連の投資は世界的に増大し
ています。製造業でも生産現場の情報
をデジタル化し、クラウド上で各工場や
サプライヤーの情報と連携させ、各生
産状況をタイムリーに把握して不足部
品の融通やサプライチェーンの見直し
が求められています。製造業のデジタ
ル化に向けて、具体的には次のような
ステップによるデジタル化のメリットを実
感することが重要です。
　まずは自社内（工場内）における見
える化をして、データの収集・蓄積して
分析までし、ビッグデータとしてそれを
サービス化してソリューションに繋げる
ことです。そして他社・バリューチェーン

との連携・拡充をし、同業他社と関連業
界でプラットフォーム化。将来的に製造
現場に新たなビジネスモデルをもたら
し、広範囲で社会課題解決に貢献でき
ます。

啓蒙活動と人材育成を両輪で

　タイではスマートフォンの高い普及率
などを見てもデジタルへの抵抗感が低
く、普及への期待は高いです。次世代
通信規格である５Gの導入も進もうとし
ており、製造業の環境に変化を及ぼす
可能性があります。
　デジタル化ができれば、過去との比
較が容易になります。そして、データは
取得するだけではなく、いかにそれを
活用してビジネスに繋げていくかが重
要です。ジェトロではデジタル技術を活
用したデジタルトランスフォーメーション
（DX）など海外企業との連携・協業を
実証事業等により支援しています。
　また、ロボットには生産性や品質の向
上に加えて、危険な作業や重量物の
搬送を代替するなど様々なメリットがあ
ります。その中で各現場に合わせて最
適な自動化を提案するＳＩ（システムイン
テグレーター）の存在が重要です。
　タイ政府でもＳＩの育成を進めようとし
ていますが、一方でそもそもの自動化
の需要がなければ需給のバランスが崩
れてしまいます。需要を顕在化させて

いく啓発活動も人材育成と一緒に取り
組むことが大切になります。自動化など
で置き換わるような工程をそれまで担っ
ていた方たちのスキルアップへの取り
組みも欠かせません。
　ジェトロ・バンコク事務所では、ロボット
オートメーションや製造業におけるデジ
タル化を促進する事業を昨年末から進
めています。２月にはウェブセミナーや
ウェブ商談会も予定しており、「競争力
強化」「コスト・リソース」などの課題に対
応したコンテンツを準備する予定です
（23p参照）。
　ベトナムなど発展が著しい周辺国が
日本企業からも注目されていますが、タ
イはそれらの国と同じフェーズで競争
するのではなく、自国の持つ優位性を
活かして次のステップに備えて産業を
高度化していく重要な局面に来ている
と思います。
　もちろん企業の規模によっても取り組
むスピード、順序は異なります。まずは自
社で新たに取り組めることがあるので
はないかと考える機会にしていただけ
れば幸いです。

自動化、デジタル化で付加価値向上
ウェブ商談会など普及推進事業を実施

ジェトロではFA推進に向けた事業を新たに実施 IoT市場は世界及びタイでも年々拡大しており、
製造業も大きな割合を占めている

出所：IFR, World Robotics 2020, National Statistical Office (Thailand), Statista 

出所：TGI、タイにおけるロボット・ 自動化機械設備産業の発展　*National Statistic Office

タイのIoT市場の見通し

（2019年）

（単位：10億バーツ）

出所：Statista、ICD、GSMA、News

出所：BusinessFortune Insights

FA推進の鍵鍵
JETRO担当者が語る！
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FAによるタイ製造業高度化

画
像
処
理
セ
ン
サ
で
品
質
向
上

タ
イ
は
ま
だ
自
動
化
の
余
地
あ
り

　

私
が
担
当
し
て
い
る
の
は
画
像
処
理
セ
ン
サ
と

呼
ば
れ
る
製
品
で
す
。簡
単
に
言
う
と
、人
の
目

の
代
わ
り
に
自
動
で
検
査
が
で
き
ま
す
。タ
イ
で

は
自
動
車
関
連
に
限
ら
ず
、様
々
な
業
界
の
お
客

様
に
ご
使
用
い
た
だ
い
て
お
り
、例
え
ば
部
品
が

間
違
っ
て
組
み
付
け
ら
れ
て
い
な
い
か
を
部
品
の

位
置
が
毎
回
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
う

いっ
た
ケ
ー
ス
に
対
し
て
、ロ
ボ
ッ
ト
に
画
像
処
理

セ
ン
サ
を
付
け
て
対
象
物
の
位
置
を
認
識
し
て

掴
み
に
行
く
と
い
う
の
が
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ョン
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

実
は
、毎
回
対
象
物
を
同
じ
位
置
に
置
く
よ

う
に
自
動
化
す
る
の
は
難
易
度
が
高
く
、コ
ス
ト

も
掛
か
り
大
が
か
り
な
機
構
に
な
って
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な

ら
近
辺
に
対
象
物
が
来
れ
ば
位
置
を
認
識
し
て

取
り
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

タ
イ
で
は
労
働
者
を
雇
って
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て

も
す
ぐ
辞
め
て
し
ま
っ
た
り
、そ
も
そ
も
充
分
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
組
み
が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。ロ
ボ
ッ
ト
に
置
き
換
え
れ
ば
、急
に
辞
め
ら
れ

て
し
ま
って
困
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
機
能
で

生
産
再
開
ま
で
の
時
間
を
短
縮

　

K
V
-8000

は
設
備
の
制
御
を
行
う
Ｐ
Ｌ
Ｃ
に

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
機
能
を
加
え
た
製
品
で
す
。

何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
と
、ロ
ボ
ッ
ト
搬
送
ミ
ス

な
ど
設
備
の
不
具
合
、い
わ
ゆ
る
チ
ョ
コ
停
が
発

生
し
た
時
に
前
後
の
Ｐ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、デ
バ
イ

ス
デ
ー
タ
、映
像
を
全
て
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ド
デ
ー

タ
と
し
て
記
録
し
、過
去
に
遡
っ
て
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
で
、原
因
究
明
に
掛
か
る
時
間
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

従
来
も
Ｐ
Ｌ
Ｃ
が
装
置
の
デ
バ
イ
ス
デ
ー
タ
の

記
録
を
残
す
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。た
だ
、原
因

究
明
を
す
る
た
め
に
、そ
の
デ
ー
タ
が
不
具
合
発

生
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
実
際
に
ど
う
変
化

し
て
い
た
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、解
決
ま
で
に

時
間
が
掛
か
り
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム・デ
ー
タ・映

像
と
同
期
さ
せ
て
記
録・再
現
す
る
こ
と
で
根
本

原
因
が
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、日
本
か
ら
遠
隔
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
点
で
も
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。タ
イ
の

日
系
企
業
は
新
し
い
設
備
を
立
ち
上
げ
る
時
、

日
本
で
作
っ
た
設
備
を
タ
イ
に
搬
入
し
、日
本
か

ら
担
当
者
が
来
て
現
場
で
最
後
の
確
認
を
す
る

の
が
今
ま
で
の
手
法
で
し
た
。た
だ
今
は
物
理

的
に
現
地
に
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、そ
れ
で
も

何
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
状
況
下
で
、記
録
し

た
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ド
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
日
本

か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

画
像
寸
法
測
定
器
Ｉ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
は
、製
品
の

寸
法
を
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
測
る
こ
と
が
で
き
る
製
品

で
す
。机
の
上
に
測
定
器
を
置
い
て
対
象
物
を
載

せ
、ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
３
秒
で
最
大
99
ヵ
所
の
寸

法
検
査
が
行
え
、測
定
デ
ー
タ
も
残
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。誰
で
も
簡
単
に
、か
つ
人
に
よ
る
誤
差

な
く
測
定
で
き
る
事
が
好
評
の
要
因
で
す
。

　

部
品
メ
ー
カ
ー
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
取
引
し

よ
う
と
し
た
と
き
に
、ど
の
よ
う
に
精
度
保
証
し

て
い
る
の
か
と
いっ
た
質
問
は
必
ず
出
て
き
ま
す
。

そ
の
時
に
、こ
う
いっ
た
製
品
で
測
っ
て
し
っ
か
り

と
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
、取

引
が
成
立
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

現
状
の
設
備
と
の
連
動
な
ど
気
に
せ
ず
、机
の

上
に
置
く
だ
け
で
測
定
を
開
始
で
き
る
の
で
、タ

イ
企
業
の
オ
ー
ナ
ー
に
お
見
せ
し
て
そ
の
場
で
購

入
の
サ
イ
ン
を
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

キ
ー
エ
ン
ス
の
画
作
り
への
こ
だ
わ
り

　

今
、私
共
が
力
を
入
れ
て
い
る
製
品
が
パ
タ
ー

ン
プ
ロ
ジェク
シ
ョン
照
明
で
す
。

　

通
常
、対
象
物
と
そ
の
背
景
の
色
が
同
じ
だ
と

カ
メ
ラ
で
認
識
す
る
の
は
難
し
い
ん
で
す
。例
え

ば
銀
色
の
部
品
に
灰
色
の
塗
布
材
が
塗
ら
れ
て

い
る
と
す
る
と
、上
か
ら
の
２
次
元
の
情
報
だ
け

で
は
色
の
違
い
が
分
か
り
づ
ら
く
、き
ち
ん
と
塗

布
材
が
塗
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
画
像
処
理

セ
ン
サ
で
検
査
す
る
の
は
困
難
で
し
た
。

　

そ
れ
を
８
方
向
か
ら
縞
模
様
の
光
を
投
影
す

る
こ
と
で
、２
次
元
の
情
報
に
加
え
て
高
さ
の
違

い
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。先
ほ
ど

の
塗
布
材
の
有
無
も
厚
み
に
よ
っ
て
判
別
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

画
像
処
理
セ
ン
サ
を
導
入
し
た
経
験
を
お
持

ち
の
方
ほ
ど
、対
象
物
と
背
景
の
色
が
一
緒
だ
と

判
別
が
安
定
し
な
い
と
諦
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、今
回
そ
れ
を
カ
バ
ー
し
た
こ
と
で
多
く
の
お

客
様
に
関
心
を
持
って
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

画
像
処
理
セ
ン
サ
で一番
重
要
な
の
は
画
作
り

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
撮

影
を
す
る
時
、被
写
体
を
き
れ
い
に
撮
る
た
め
に

照
明
を
使
い
ま
す
が
、画
像
処
理
セ
ン
サ
で
も
照

明
を
正
し
く
選
択
で
き
て
い
る
の
か
ど
う
か
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
対
象
物
の
傷
の
有
無
を
検
査
す
る
時

に
、も
し
傷
が
あ
れ
ば
そ
の
傷
が
強
調
さ
れ
る
照

明
条
件
に
な
って
い
る
か
ど
う
か
、撮
り
た
い
も
の

が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が

重
要
で
す
。そ
の
画
作
り
に
キ
ー
エ
ン
ス
と
し
て

は
非
常
に
こ
だ
わ
って
い
ま
す
。

トラブル究明のため全デバイス、カメラ、
イベント、設備のあらゆるデータを自動記
録。トラブル発生時からさかのぼって記
録した各種データを連動再生し、解決ス
ピードが大幅に向上。

世界初のドライブレコーダ機能で、設備
停止前後のPLCプログラム・デバイス
データをすべて記録。トラブルの原因がす
ぐに分かることで、復旧時間の短縮や根
本対策による稼動率向上。

KV-8000 シリーズ
PLCシステム

IM-7500
画像寸法測定器

８方向のパターンプロジェクション光源を
搭載。対象物の形状を正確に捉え、照明
の工夫では見えにくかった変化も安定し
て検出することが可能。

測定結果はすべて本体内部に自動保存。
保存した結果から、平均、σ、３σ、６σ、C pk
など、主要な統計値を自動で計算し表示。
測定された日時や、ロットナンバーなどの
情報も自動保存されますので、以前に測
定した結果の検索も簡単。

CV-X/XG-X シリーズ
画像処理システム　

パターンプロジェクション照明対応

従来の2次元検査
に“高さ情報”を加
えることで、対象
物の表面状態や
コントラストの影
響を受けずに検
査が可能。インラ
イン検査の安定
性が格段に向上。

最大99ヵ所まで
の測定が、わずか
数秒で完了。測定
ボタンを押すだけ
で、誰でも安定し
た測定結果に。ま
た、画面内に手順
を見える化したこ
とで、誰でも簡単
に設定が可能。

Keyence（Thailand） Co., LTD.

　近年、生産ラインでは高速化や製品の多品種・小型化が進み、求められる品
質もますます高くなっている。FA（ファクトリーオートメーション）による検査工程
の自動化が急務だ。
　FAをはじめとする産業用センサの大手、KEYENCEの製品は自動車や電機
電子、化学、食品など幅広い業種の生産現場で使われ、生産性や品質、安全性
の向上をサポートしている。タイの現状などについて担当者に話を聞いた。

画像処理センサで検査工程を自動化

Vision System Product Line 
Manager 住 佳大
Vision System Product Line 
Manager 住 佳大

形
や
色
で
判
別
し
た
り
、製
品
に
傷
が
付
い
て
い

な
い
か
外
観
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

タ
イ
の
場
合
は
画
像
処
理
セ
ン
サ
で
カ
バ
ー
で

き
る
分
野
で
も
、ま
だ
人
が
や
って
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
で
す
。目
視
検
査
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す

が
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
生
産
ラ
イ
ン
に
並
ん
で
一
個

ず
つ
手
に
取
っ
て
み
た
り
、早
い
ス
ピ
ー
ド
で
流
れ

て
く
る
部
品
を
じ
っ
と
見
て
い
た
り
し
ま
す
。

　

お
客
様
の
画
像
処
理
セ
ン
サ
へ
の
関
心
は
非
常

に
高
い
と
思
い
ま
す
。理
由
の一つ
は
タ
イ
で
進
む

少
子
高
齢
化
で
す
。労
働
人
口
が
減
っ
て
い
く
た

め
労
働
者
が
集
ま
り
に
く
い
と
い
う
共
通
の
問

題
を
多
く
の
工
場
が
抱
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、品
質
の
安
定
面
か
ら
も
お
客
様
に
関

心
を
持
って
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。や
は
り
人
間
で

す
と
常
に
同
じ
基
準
で
検
査
で
き
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。不
良
品
を
見
逃
し
て
し
ま
う

の
は
あ
って
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、画
像
処
理

セ
ン
サ
で
あ
れ
ば
、定
量
化
さ
れ
た
閾
値
を
基
に

常
に一定
の
レ
ベ
ル
で
良
品
、不
良
品
を
判
別
で
き

ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
工
場
の

生
産
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
、労
働
者
を
削
減
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
工
場
も
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後

生
産
が
回
復
し
て
き
た
時
に
、再
び
労
働
者
を

集
め
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。そ
れ
な
ら
機
械
を

入
れ
て
自
動
化
し
た
い
と
い
う
引
き
合
い
も
あ

り
ま
し
た
。

　

画
像
処
理
セ
ン
サ
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
目
に
な
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
は
モ
ノ
を
掴
ん
で
次
の

工
程
に
運
ん
だ
り
し
ま
す
。対
象
物
が
毎
回
同

じ
位
置
に
置
か
れ
て
い
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
、カ
ゴ
か
ら
コ
ン
ベ
ア
に
出
さ
れ
た
部
品
な
ど
は

人による目視検査では品質にばらつきが生じる
画像処理センサを導入することで検査基準を均一化できる

今後も人件費の上昇が見込まれている
画像処理センサで自動化し、従業員はより付加価値の高い工程に

チョコ停発生の原因究明に時間が掛かり再開が遅れる
ドライブレコーダー機能付きPLCなら発生時の状況を映像付きで再現

ここがFA導入ポイント!
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　N
IT
T
A
 M
&
T

（T
hailand

）は
２
０
１
０
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。親
会
社
は
医
療
理
化
学

向
け
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
型
な
ど
を
手
掛
け
る

滋
賀
県
の
ニッ
タ
モ
ー
ル
ド
で
す
。

　
タ
イ
で
は
当
初
金
型
の
設
計
、製
作
か
ら
始
ま

り
、徐
々
に
業
容
を
拡
大
し
て
今
で
は
自
動
車
や

Ｏ
Ａ
、ホ
ー
ム
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
家
電
製
品
）向
け

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
型
な
ど
も
手
掛
け
、タ

イ
の
ほ
か
日
本
、メ
キ
シ
コ
に
製
品
を
供
給
し
て
い

ま
す
。従
業
員
は
１
０
０
人
程
で
す
。

　
最
近
の
展
開
と
し
て
は
伝
統
的
な
加
工
業

に
加
え
て
、今
ま
で
磨
い
て
き
た
加
工
技
術
を

活
か
し
た
商
品
開
発
も
進
め
て
い
ま
す
。お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
私
ど
も
が
一
緒
に
な
っ
て

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、設
計
を
し
て
具
現
化
し
ま

す
。実
は
私
が
付
け
て
い
る
マ
ス
ク
も
弊
社
開

発
の
製
品
で
、バ
ン
コ
ク
の
日
系
ス
ー
パ
ー
で
売

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
操
業
時
に
は
１
棟
だ
け
だ
っ
た
賃
貸
工
場
は
６

棟
ま
で
増
え
、昨
年
に
は
東
北
地
方
の
ナ
コ
ン
ラ

チ
ャ
シ
マ
ー
県
に
あ
る
ナ
ワ
ナ
コ
ン
工
業
団
地
に

敷
地
面
積
１
万
２
０
０
０
㎡
の
工
場
を
取
得
し

ま
し
た
。今
年
の
４
月
か
ら
自
社
開
発
商
品
の

製
造
を
移
管
す
る
予
定
で
す
。

　
ナ
コ
ン
ラ
チ
ャ
シ
マ
ー
県
か
ら
は
ア
ユ
タ
ヤ
県
の

バ
ン
パ
イ
ン
ま
で
延
び
る
高
速
道
路
が
開
業
を
控

え
て
い
ま
す
。将
来
的
に
は
中
国
の
昆
明
か
ら
ラ

オ
ス
、タ
イ
の
東
北
地
方
を
通
り
バ
ン
コ
ク
ま
で
延

び
る
高
速
鉄
道
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、ア
ク
セ
ス

の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
間
の
掛
か
る
検
査
を
自
動
化

　
昨
年
か
ら
シ
リ
コ
ー
ン
製
の
自
動
車
部
品
の
製

造
を
新
た
に
開
始
し
、そ
の
検
査
工
程
に
画
像

処
理
セ
ン
サ
を
導
入
し
て
自
動
化
し
ま
し
た
。

　
製
造
は
清
浄
度
の
高
い
ホ
ワ
イ
ト
ル
ー
ム
で
行

わ
れ
ま
す
。材
料
と
な
る
２
つ
の
液
を
混
ぜ
合
わ

せ
て
、１
６
０
度
以
上
に
熱
せ
ら
れ
た
金
型
に
流

し
込
み
、射
出
成
型
機
で
成
型
し
ま
す
。取
り
出

し
た
製
品
を
人
が
検
査
機
に
並
べ
ま
す
。

　
今
回
の
製
品
は
気
密
性
を
保
つ
こ
と
が
重
要

な
役
割
を
持
つ
た
め
、エッ
ジ
が
し
っ
か
り
出
て
い

る
か
を
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。エッ
ジ
の
部
分

は
抵
抗
が
あ
って
金
型
の
中
で
も
材
料
が
入
り
に

く
い
の
で
、エッ
ジ
が
出
て
い
れ
ば
重
要
箇
所
の
面

も
し
っ
か
り
出
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
人
に
よ
る
目
視
検
査
だ
と
製
品
を
光
に
当
て

な
が
ら
全
周
を
見
る
た
め
、１
個
に
付
き
15
秒
ほ

ど
掛
か
り
ま
す
。こ
れ
だ
け
の
面
積
を
人
の
目
で

追
う
の
は
大
変
で
す
。し
か
し
、画
像
処
理
セ
ン

FAによるタイ製造業高度化

NITTA M&T（Thailand）Co., Ltd.
自動車部品の検査を自動化
品質と信頼性が向上

FA装置
導入事例

不定形な対象物に最適な検査機を提案
幅広い製品群でタイの製造業をサポート

　今回のNITTA M&T（THAILAND）様で
の取り組みは、人の代わりに製品の外観
検査だけを自動化しようというコンセプト
でした。取り出しなど全部の工程を自動化
するとなると大変です。今回のような柔ら
かい製品は特に難しく、ポカ避け（作業ミ
スを防止する仕組）を設置したり搬送ミス
をゼロにしようとすると、コストが検査部分
の何倍も掛かってしまいます。２人を０人に
するのではなく、１人残す選択をしていた
だいたので、費用対効果のバランスの良
い投資ができたと思います。
　今後、コロナ禍を経て自動化は進むと
思われます。検査は特に人に依存して属人
化することが多い工程です。目視検査は慣
れている人と初めての人では、掛かる時間
や見落とす確率も全く違います。また、コロ
ナ禍の移動制限で社員の出勤に影響が出
る可能性もあり、そう考えた時に検査機に
入れることなら誰でもできますから、半自
動化でも良いので自動化しておけば品質
の均一化に繋がります。

　目視検査で万が一、不良品の流出が起
きたら次にどうなるかというと、検査員や
検査回数の増加です。１人でダメなら２人、
２人でも起きたら次は３人と検査を増やす
しか方法がなくなってしまいます。トレーサ
ビリティ（生産流通過程の追跡）の点でも、
もし出荷して１ヵ月後に流出が発覚したら、
担当した従業員にその時のことを聞いて
もよく覚えていません。
　画像処理の判断を自動化しておけば、
万が一流出が起きてもセンサーの画素数
や閾値、アルゴリズムを変えるなどロジカ
ルに対応ができます。当時の画像もすぐに
確認が可能です。また、そうやってロジカ
ルに検査していればグレーゾーンがなくな
り、納品先にも安心感を生んで自分たちの
工場を守ることもできます。

原因究明と改善で自動化は優位
ロジカルな対応が信頼を向上

　ある企業からは“これまでは従業員や

機械の数の多さが工場のＰＲに繋がって
いたが、最近はそれだとコストが高いので
はないか、生産の増減があった時にどう
対応するのかと聞かれる。自動化している
ことがＰＲになることが増えてきた”と聞き
ました。単純な費用対効果だけではなく
て、柔軟な生産調整や品質の均一化など
自動化が会社の攻めに寄与するように
なっています。
　自動化にはまず改善が必要です。どこま
で人で行い、どこまでを自動化をするか、
しっかり決めないと費用対効果が出づらく
なります。
　最近はデジタルトランスフォーメーショ
ン（ＤＸ）という言葉が良く使われますが、
後工程でのデジタル化や自動化だけでは
なく、自動化に向いた製品開発、受注形態
へと変えていくサポートができる会社を目
指しています。お客様の変化に付いていき
ながら、ドラえもんが道具を出すようにお
客様の要望に応えていきたいと思います。

　今回、一番難しかったのが対象物の形
が常に一定ではないことでした。
　画像処理は通常、決められた領域の中
で検査をします。今回はシリコーン製のた
め柔らかく、検査機に置かれた時に形が
少し伸びたりと常に不定形でした。そこで
提案させていただいたのがパターンプロ
ジェクション照明対応画像処理システム
XG-Xシリーズです。
　この製品は対象物の形状をカメラで認
識して、それに追従した領域を自動生成す
る機能を持ち合わせています。そのため対
象物の形状が微妙にばらついても、形に
添った領域を毎回自動生成することがで
きます。

　また対象物のエッジが重要になるため、
どうすればエッジを強調させられるか様々
なテストをした中で、最適だったのがパ
ターンプロジェクション照明でした。ワーク
の形状が角ばっている点と、LumitraxTM
撮像機能により、凹凸を強調して検査を安
定させられることが選定のポイントになり
ました。
　今後、タイの市場も大きく変化していくと
思いますが、世界の工場、東南アジアのハ
ブとしてのタイの役割は非常に重要です。
キーエンスは測定、検査など幅広いカテゴ
リーで商品を持っています。これからも自
動化という観点で全体的にお客様をサ
ポートしていきたいと思います。

Keyence（Thailand） Co., LTD.
住 佳大 Manager

サ
を
用
い
た
検
査
な
ら
１
個
に
付
き
１
秒
ほ
ど
で

終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。精
度
も
全
く

異
な
り
ま
す
。ま
た
、検
査
す
る
人
が
必
要
な

く
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
取
り
出
し
て
検
査
機
に
並
べ

る
だ
け
な
の
で
１
人
で
足
り
ま
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
で
取
り
出
し
を
行
う
全
自
動
に

す
る
よ
り
コ
ス
ト
も
抑
え
ら
れ
、タ
イ
の
人
件
費

を
考
え
る
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
投
資
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。ま
た
、お
客
様
へ
の
品
質
保
証
の

面
で
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
す

　
日
本
で
は
既
に
検
査
の
自
動
化
に
は
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、タ
イ
で
は
こ
れ
ま
で
ど
こ
を
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
進
め
て
い
け
ば
良
い
の
か
分
か
ら

ず
、取
り
組
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
、タ
イ

も
人
件
費
が
上
昇
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
に
は
常
々
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
な
会

社
に
な
ろ
う
と
伝
え
て
い
ま
す
が
、そ
の
ツ
ー
ル
の

一つ
と
し
て
検
査
の
自
動
化
を
も
っ
と
導
入
を
進

め
て
、金
型
や
成
型
加
工
の
レ
ベ
ル
を
タ
イ
の
地
で

高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

検査機メーカーインタビュー

属人化と自動化のバランスを考え
費用対効果が高いFA導入を提案

YN2-TECH（THAILAND）Co., Ltd.
中村亮太 Managing Director 

装置メーカーインタビュー

導入メーカーインタビュー

一瞬で不良品か否かを判別

人も介在する半自動化を選択

ファクトリーオートメーション導入効果

従業員を育てても結局退職してしまう
検査機なら入れるだけで誰でも簡単に操作

万が一不良品流出が起きたら
検査機のアルゴリズム変更などロジカルに対応可能

目視検査だと時間が掛かる
検査機導入で15秒が１秒に

　近年、タイでも検査機を使って検査工程を自動化する企業が増えている。今回は新規の受
注を機に検査機を導入した企業及び検査機を提供したKEYENCE、検査機を組み込んだ装
置を製作したYN2-TECKの３社に話を聞いた。精度の向上や作業時間短縮だけではないメ
リットも見えてきた。

茂呂 拓実 社長
NITTA M&T（Thailand）Co., Ltd.

茂呂 拓実 社長
NITTA M&T（Thailand）Co., Ltd.
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FAによるタイ製造業高度化

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
国
を
跨
い
だ
人
の
往
来
が
難
し
く

な
っ
て
お
り
、設
備
投
資
に
も
影
響
し
て
い

ま
す
。リ
モ
ー
ト
で
可
能
な
部
分
は
あ
り
ま

す
が
、ど
う
し
て
も
タ
イ
国
外
か
ら
技
術
者

が
来
て
立
ち
上
げ
を
し
な
い
と
い
け
な
い
部

分
が
遅
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
た
だ
、タ
イ
は
将
来
に
向
け
て
自
動
化
、

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
さ
ら
な
る

展
開
が
必
須
で
す
。こ
れ
ま
で
の
自
動
化

は
自
動
車
や
電
機
電
子
産
業
、も
し
く
は

資
本
力
の
あ
る
大
手
企
業
に
限
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
タ
イ
の
基
幹
産

業
で
も
あ
る
食
品
産
業
を
は
じ
め
、中
小

企
業
の
生
産
工
程
の
自
動
化
が
加
速
す
る

と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
な
ぜ
か
。コ
ロ
ナ
禍
で
再
認
識
さ

れ
た
労
働
力
不
足
の
解
消
、品
質
の
安
定
、

生
産
性
向
上
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。一

部
の
産
業
で
こ
れ
ま
で
自
動
化
が
進
ん
で
い

な
い一
番
の
要
因
は
、採
算
が
取
れ
な
い
こ
と

に
尽
き
ま
す
。や
は
り
導
入
企
業
の
採
算
が

取
れ
て
、付
加
価
値
が
見
出
せ
る
こ
と
が
普

及
に
繋
が
り
ま
す
。

自
動
車
で
磨
か
れ
た
高
い
技
術
力

関
心
高
ま
る
人
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

　
タ
イ
は
自
動
車
関
連
産
業
で
培
っ
た
自

動
化
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョン
の
技
術
力
、人
材
育

成
の
レ
ベ
ル
は
高
い
と
感
じ
ま
す
。し
か
し
、

そ
こ
で
磨
か
れ
た
技
術
力
は
そ
の
他
の
産

業
に
あ
ま
り
活
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、Ｓ
Ｉ（
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー

タ
ー
）の
役
割
が
大
き
く
な
り
ま
す
。自
動

化
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
周
辺
機
器
の
選
定
や
シ
ス

テ
ム
の
構
築
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
客
様
に

合
っ
た
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
が
必
要
で

す
。ま
た
、こ
れ
か
ら
自
動
化
を
検
討
す
る

企
業
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
詳
し
く
な
い
可
能
性
も

あ
り
、せ
っ
か
く
導
入
し
た
設
備
を
効
率
的

に
使
え
ず
、結
局
、人
手
作
業
に
戻
す
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。お
客
様
の
要
望
を
的
確
に

捉
え
、具
現
化
し
、実
際
に
設
備
を
立
ち
上

げ
る
と
共
に
継
続
的
な
お
客
様
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
で
き
る
S
I
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　
自
動
車
関
連
以
外
で
タ
イ
の
S
I
は
少

な
い
と
の
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、S
I
は

実
践
の
場
が
あ
る
か
ら
育
つ
の
で
あ
っ
て
、育

成
よ
り
先
に
彼
ら
が
活
躍
で
き
る
場
を
増

や
す
こ
と
の
方
が
先
決
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
、特
に
引
き
合
い
の
多
い
製
品
は
人

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
や
衛
生
管
理
に
配
慮
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
で
す
。

　
人
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、ロ
ボ
ッ
ト
本
体
に

安
全
セ
ン
サ
を
組
み
込
む
な
ど
人
に
対
す

る
安
全
性
を
確
保
し
、本
来
は
必
要
な
安

全
柵
を
設
け
る
こ
と
な
く
設
置
で
き
る
ロ

ボ
ッ
ト
で
す（※

１
）。既
存
の
工
場
に
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
す
る
と
な
る
と
、改
め
て
柵
で
囲

う
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
場
合
も
あ
り
、お
客
様
の

人
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
への
関
心
は
高
い
で
す
。

　
当
社
で
は
食
品
産
業
分
野
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト

の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。以
前
か
ら

包
装
さ
れ
た
菓
子
や
冷
凍
食
品
、飲
料
ボ

ト
ル
の
搬
送
や
箱
詰
め
、箱
の
積
み
下
ろ
し

で
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
は
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
で

調
理
さ
れ
た
食
品
を
提
供
す
る
中
食
産
業

と
呼
ば
れ
る
分
野
で
、仕
入
れ
た
食
材
の
梱

包
を
開
け
て
向
き
を
揃
え
て
並
べ
た
り
、加

工
後
の
食
品
を
盛
り
付
け
る
な
ど
、今
ま
で

人
手
で
行
っ
て
い
た
単
純
作
業
の
ロ
ボ
ッ
ト

化
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
食
品
仕
様
の
人
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

M
O
T
O
M
A
N
 H
C
10D

T
F

は
、衛
生

管
理
に
配
慮
し
た
構
造
を
兼
ね
備
え
た

新
し
い
ロ
ボ
ッ
ト
で
、こ
れ
ま
で
衛
生
面
の

問
題
で
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
を
躊
躇
し
て
い
た

作
業
工
程
へ
の
普
及
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、食
品
産
業
分
野
で
培
っ
た
経
験
と

ノ
ウ
ハ
ウ
は
他
産
業
で
の
展
開
に
も
必
ず
役

に
立
つ
技
術
で
あ
り
、多
く
の
分
野
で
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
の
可
能
性
を
追
求

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
の
立
場
で
自
動
化
を
吟
味

タ
イ
発
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
に
期
待

　
も
し
工
場
の
自
動
化
を
考
え
ら
れ
て
い

る
場
合
は
、ま
ず
は
現
状
の
課
題
、要
望
を

ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
や
S
I
に
相
談
し
て
い
た

だ
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。弊
社
も
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
立
場
で
自
動
化
の
検
討
、提
案
を
い

た
し
ま
す
。

　
何
で
も
自
動
化
や
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
が
適
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。現
状
で
採

算
が
合
わ
な
い
の
か
、人
が
集
ま
ら
な
い
の

か
、課
題
や
要
望
を
お
聞
き
し
て
現
場
の
立

ち
合
い
な
ど
を
行
っ
た
上
で
自
動
化
の
是

非
、難
し
さ
な
ど
も
率
直
に
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。自
動
化
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
見

極
め
る
必
要
が
あ
り
、そ
こ
が
曖
昧
で
は
上

手
く
い
き
ま
せ
ん
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
に
人
の
代
わ
り
を
さ
せ
る
の
は

難
し
い
で
す
。人
が
行
っ
て
い
る
作
業
の一
部

を
担
わ
せ
る
こ
と
で
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
し
ま
す
。安
易
な
自
動
化
は
想
定
通
り

の
付
加
価
値
を
生
ま
ず
、失
敗
に
繋
が
る
事

例
が
多
い
で
す
。

　
一般
的
に
は
３
年
で
投
資
を
回
収
で
き
る

提
案
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、自
動
化
を
進

め
る
判
断
基
準
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。補
助
金
や
銀
行
融
資
な
ど
が
あ
れ
ば

初
期
投
資
が
抑
え
ら
れ
、償
却
期
間
も
よ

り
短
く
な
り
ま
す
。政
府
に
は
そ
の
よ
う
な

サ
ポ
ー
ト
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
拡
大
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。A
C
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
製

造
装
置
の
駆
動
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
の
性
能
を
決
め
る
の
は

A
C
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
制
御
技
術
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。当
社
は
創
業
以

来
、1
0
0
年
以
上
モ
ー
タ
を
作
り
続
け
、

モ
ー
タ
の
制
御
技
術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

現
在
、当
社
の
コ
ア
製
品
の
ひ
と
つ
が
A
C

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
で
あ
り
、自
社
ロ
ボ
ッ
ト
は
も

ち
ろ
ん
多
く
の
製
造
装
置
に
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
タ
イ
企
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
ー
メ
ー
カ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
で
設
備
投
資
抑
制

移
動
制
限
が
装
置
立
ち
上
げ
に
影
響

　
タ
イ
で
の
弊
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
自
動
車
関

連
産
業
を
中
心
と
し
た
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
製
造
業
の
設
備
案
件
が
主

で
あ
り
ま
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
企
業
は

設
備
投
資
や
保
守
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
抑
制

し
て
い
ま
す
。昨
年
の
年
末
に
か
け
て
自
動

車
生
産
台
数
は
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、設
備
投
資
の
回
復
は
さ
ら
に
そ
の
後
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。 

が
出
て
来
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。い
き

な
り
垂
直
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、用
途
が
多
い
１
軸
〜
３
軸

の
直
交
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
が
出
て

く
る
と
、弊
社
は
A
C
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
提

供
す
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
タ
イ
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
う
技

術
は
磨
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、ロ
ボ
ッ
ト
を

作
る
技
術
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。ロ
ボ
ッ
ト
に

限
ら
ず
生
産
装
置
を
開
発
、製
作
す
る
技

術
力
の
向
上
が
今
後
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
し
、微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
を
し
て
お

互
い
が
発
展
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。そ
れ

が
、タ
イ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
弊
社
の
タ
イ
への
恩
返
し
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

　ロボットの表面に特殊な
メッキ処理を施すことで塗装
片混入リスクを排除し、酸/ア
ルカリ性洗浄剤などによるロ
ボット全体の洗浄にも対応す
るとともに、万一ラインに混入
しても極力健康に影響を与え
ない食品グリースを採用する
など、食品製造ラインで求めら
れる安全性や衛生面へ配慮。
　安全柵が不要（※1）なこと
から狭いスペースにも設置で
きるほか、安全機能や簡単な
操作などロボット操作に不慣
れな方でも容易に導入が可
能。可搬質量は10㎏。
※1 安全柵なしで設置する場合は全
てのケースにおいてリスクアセスメ
ントの実施が必要

※２　同社調べ

MOTOMAN-HC10DTF
食品仕様 人協働ロボット

MOTOMAN-GP４
多用途適用型小型ロボット

　産業用ロボットの世界大手で、半導体製造装置などに使われるACサーボ
モータは世界シェアNo.1を誇る安川電機。タイでも自動車をはじめとして多くの
産業に製品を供給しており、今後もロボットによるFA推進はタイの産業高度化に
欠かせない。タイ法人の坂本社長に自動化を巡る状況について聞いた。

President＆CEO
坂本 勝幸
President＆CEO
坂本 勝幸

自動車産業で培われたタイの技術力
食品産業などへの広がりを期待

YASKAWA ELECTRIC
（THAILAND） Co., Ltd.
　

　従来より要望が多かった可搬質量が4kgの6軸小型ロボッ
ト。業界最速（※２）、ロボット本体はIP67を標準採用、業界最
小（※２）のロボットコントローラ（YRC1000 MICRO）を適用。
　主に電気・電子部品をはじめとした３Ｃ（コンピューター・家
電製品・通信機器）市場など一般産業分野での小型部品の
組立てや搬送、箱詰め、仕分け、検査といった工程が主な
ターゲット。
　従来機（MOTOMAN-MH3F）に比べて各軸の最大速度が
向上し、タクトタイムの短縮によって生産性向上に貢献する。

ここがFA導入ポイント!
一般的に３年で投資を回収できるかが判断基準
目的などを明確にしてコストバランスの見極めが必要

関心が高まる安全柵の要らない人協働ロボット
工場内でのレイアウトが柔軟になり活用シーンが拡大

人手が多い食品産業など向けに拡大見込む
塗装片が落ちないよう無塗装で洗浄も可能なロボットも
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FAによるタイ製造業高度化

柴田 博之 氏
YASKAWA ELECTRIC（THAILAND） CO.,  LTD.

柴田 博之 氏
YASKAWA ELECTRIC（THAILAND） CO.,  LTD.

ファクトリーオートメーション導入効果

FA化を進めたいが
導入コストは抑えたい
機械化する工程と人を使う工程を
見極めてコストバランスを調整

Manufacturing Collaboration 
Online Business Matching 2021

Japan-Thailand 

オンライン商談会

申し込みはこちら

期 間 ：2021年２月19日（金）～３月５日（金）13：00～17：10
商談時間：１枠30分
実施方法：TV会議システム「ZOOM」を使ったオンライン商談
出展企業数：ロボットメーカー、システムインテグレーター、
 　　　   工作機械メーカーなど：19社
 　　　   製造業のデジタル技術に携わる企業：32社 

タイランド 4.0 のターゲット産業であるロボット・
オートメーション分野と製造分野におけるデジタル化の
推進を目的に合同のオンライン商談会を開催

今後のタイの製造業の強化に向けて、製造業のデジタル化に
優れた技術を持つ日本企業と、現場のデジタル化を目指す
タイ企業の取り組みを紹介するセミナーを実施

Thailand-Japan Collaboration

JETRO Manufacturing
Digital  Onl ine Seminar

オンラインセミナー

日 付 ：2021年2月17日（水）
時 間 ： 10:00～11:50
実施方法：TV会議システム「ZOOM」を使ったオンラインセミナー
募集人数：上限なし
言 語 ：タイ語／日本語（同時通訳）
対 象 ：製造業のデジタル技術に携わる企業、政府機関関係者、
　            工場等需要家、金融機関など

申し込みはこちら

参加費
無料 参加費

無料

Robot Automation Project
（JETRO, EEC Office）
Case Studyでは産業や工程別に事例を紹介（英語）
https://robot-automation.eeco.or.th/

Manufacturing x Digital Project
（JETRO, BOI）
製造業のデジタル導入に伴う各社の事例を紹介（英語）
http://mfgdigital.build.boi.go.th/

2/17 2/19～3/5

インタビュー回答者

半
自
動
化
に
よ
る
作
業
効
率
向
上

　

こ
の
程
導
入
し
た
の
は
、ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

る「
番
重
詰
め
シ
ス
テ
ム
」で
す
。コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
向
け
に
カ
ッ
プ
詰
め
さ
れ
包
装

も
終
わ
っ
た
ご
飯
を
、12
個
ず
つ
エ
ア
ー
吸

引
し
て
番
重
と
い
う
容
器
に一
段
ず
つ
詰
め

て
い
き
ま
す
。元
々
は
人
が
こ
の
番
重
詰
め

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。自
動
化
に
あ
た
っ
て
、

10
％
〜
20
％
の
作
業
効
率
向
上
を
望
ま
れ

ま
し
た
。

　

人
な
ら
１
分
間
あ
た
り
１
６
２
カ
ッ
プ
で

す
。今
回
は
可
搬
重
量
25
㎏
の
ロ
ボ
ッ
ト
を

２
台
導
入
し
て
１
８
０
カ
ッ
プ
ま
で
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、こ
の
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
の
短
縮
が
難

し
か
っ
た
で
す
。人
は
両
手
を
使
って
作
業
で

き
ま
す
が
、ロ
ボ
ッ
ト
１
台
だ
と
言
わ
ば
片

腕
し
か
な
く
、作
業
の
速
さ
で
は
人
に
劣
り

ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
を
増
や
す
ほ
ど
作
業
効
率

は
良
く
な
り
ま
す
が
、コ
ス
ト
も
高
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、人
が
作
業
し
て
い
る

狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
ロ
ボ
ッ
ト
設
備
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
る
の
も

大
変
で
し
た
。

　

Ｃ
Ｐ
R
A
M
側
と
し
て
は
自
動
化
し
て

す
ぐ
に
生
産
効
率
を
大
幅
に
上
げ
た
い
と

い
う
の
で
は
な
く
、ま
ず
は
人
が
介
在
す
る

半
自
動
化
で
も
良
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、コ

ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

食
品
産
業
の
自
動
化
は
特
に
難
し
い
で

す
。食
材
の
形
は
毎
回
異
な
り
ま
す
し
、デ

リ
ケ
ー
ト
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。一方
で一個
一個
の
値
段
は
そ
れ
ほ
ど
高

い
わ
け
で
は
な
く
、そ
の
代
わ
り
数
が
多
い

の
で
素
早
く
作
業
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

高
ま
る
技
術
力
、定
例
会
議
も
実
施

　

Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
と
は
数
年
前
か
ら
傘
下
の

工
場
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
協
力
を
し

て
い
ま
す
。２
０
１
５
年
に
タ
イ
ラ
ン
ド
４・０

が
発
表
さ
れ
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
産
業
と
し
て
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
も
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。Ｃ
Ｐ
グ

CPRAM CO., LTD.の事例
食品工場へのロボット導入
半自動化から着々と進展
　タイの大手財閥CPグループにあって、CPRAMはCPALL傘下のコンビニエンスストアなど向けのコンビニ用食品、パ
ンの製造・販売をしているタイ食品業界のトップ企業。CPRAMは2017年に安川電機、伊藤忠商事と３社で「食の自動化
推進」のMOUを締結して、食品工場の自動化を取り組んでいる。

ル
ー
プ
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
化
を
進
め
る
た
め
、ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
弊
社
が
お
手
伝
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

先
方
に
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
が
、当
初
は
無
理
難
題
ば
か

り
出
さ
れ
ま
し
た
。弊
社
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に

お
呼
び
す
る
な
ど
し
て
、ロ
ボ
ッ
ト
に
は
ど
ん

な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、で
き
な
い
の
か
も
含

め
て
話
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
先
方
の
技
術
力
も
高
ま
り
、こ
れ

は
で
き
る
、難
し
い
と
いっ
た
共
通
認
識
を
持

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。現
在
も
月
１
回

定
例
会
議
を
行
い
、双
方
の
技
術
者
同
士
で

技
術
面
の
懸
案
事
項
、進
捗
状
況
や
今
後
の

計
画
な
ど
の
話
し
合
い
を
続
け
て
自
動
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

FA装置導入事例

ロボットアームで番重詰めを行っているが、
前後の工程ではまだ多くの人が働いている

半自動化でコストバランスを調整

　
「
ヒ
ト
って
す
ご
い
ん
で
す
よ
」。

　

Ｆ
Ａ
関
連
企
業
を
取
材
し
て
い
る
と
、た

び
た
び
耳
に
す
る
言
葉
で
あ
る
。

　

人
間
に
は
複
雑
な
機
構
を
持
っ
た
手
が

あ
り
、足
が
あ
り
、目
、耳
が
あ
る
。そ
し
て

自
分
の
意
志
で
動
き
、考
え
、判
断
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

そ
ん
な〝
人
〞が
行
っ
て
き
た
作
業
を
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
に
そ
の
ま
ま
置
き
換
え
る
の
は

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。そ
の
た
め
、ど
の
作

業
を
ど
の
よ
う
に
機
械
に
置
き
換
え
る
の

か
が
重
要
に
な
る
。そ
こ
で
は
作
業
工
程
の

見
直
し
が
必
要
に
な
って
く
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
や
Ｓ
Ｉ
だ
け
で
は
な

く
、何
よ
り
Ｆ
Ａ
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
企

業
の
技
術
力
が
改
め
て
問
わ
れ
る
局
面
と

も
言
え
る
。

　

ま
た
、Ｆ
Ａ
は
無
事
に
導
入
が
済
ん
だ
か

ら
と
言
って
終
わ
り
で
は
な
い
。

　

装
置
の
日
々
の
保
守
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

加
え
て
、例
え
ば
対
象
物
や
工
程
の
変
更
が

あ
っ
た
際
に
自
分
た
ち
で
装
置
の
各
種
設
定

を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、導
入
企
業

側
で
そ
れ
ら
の
人
材
育
成
も
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

Ｆ
Ａ
化
の
利
点
は
単
な
る
作
業
効
率
の

向
上
な
ど
だ
け
で
は
な
く
、Ｆ
Ａ
化
を
通
し

て
自
社
の
技
術
力
向
上
、全
体
の
業
務
効
率

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
も
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
企
業
側
と
し
て
も
、目
に
見
え

Ｆ
Ａ
化
を〝
通
し
た
〞技
術
力
の
向
上
を

た
費
用
対
効
果
が
出
る
の
な
ら
す
ぐ
に
で
も

導
入
し
た
い
は
ず
。特
集
冒
頭
に
示
し
た
よ

う
に
、人
件
費
の
高
騰
が
進
む
中
国
は
今
や

世
界
最
大
の
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
と
な
って
い
る
。

　

タ
イ
の
人
件
費
も
上
昇
し
た
と
は
い
え
、

世
界
的
に
見
れ
ば
ま
だ
高
い
と
は
言
え
な

い
。た
だ
、長
期
的
に
見
れ
ば
製
造
業
に
お

け
る
タ
イ
の
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、産
業
高
度
化
は
不
可
欠
。周
辺
国
か
ら

の
外
国
人
労
働
者
に
い
つ
ま
で
も
頼
る
わ
け

に
も
い
か
ず
、今
後
も
人
件
費
の
上
昇
や
労

働
人
口
の
減
少
は
続
く
。

　

Ｆ
Ａ
化
と
言
っ
て
も
工
程
と
コ
ス
ト
に
よ
っ

て
導
入
内
容
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。今

回
の
特
集
で
も
２
つ
の
企
業
の
事
例
を
紹
介

し
た
ほ
か
、ジ
ェ
ト
ロ・バ
ン
コ
ク
事
務
所
が
こ

の
程
作
成
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
多
く
の

事
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
を
通
し

て
、導
入
の
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
で
も
掴
ん
で
い

い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

総
論
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57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

カスタムメイド長期賃貸オフィスに関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績

・アイシンアジアパシフィック 様
・東プレ 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・コマツ 様

・アマダ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。

90万㎡
以上の
売買実績

90万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

90万㎡
以上の
売買実績

90万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

規模のビル建設が可能
※2,000㎡以上は応相談

800～2,000㎡

慢性的な駐車場不足、夕方6時以降エアコン代が高い、複数社で法人
登記したいけど都心部のオフィスビルでは無理、24時間空調ができな
い、などオフィス賃貸に関してお困り事はありませんか? お客様のご要
望を汲み取りカスタムメイドの長期賃貸オフィスビルをご提案します。

ご要望に応じた仕様のオフィスビルをご提案

通常のレンタルオフィスでは「出来ない」を解決！

Custom
 M

ade O
f�ce

カスタムメイド
長期賃貸オフィス

ビル1棟占有
複数社登記可

豊富な駐車場台数

自由度の高い
カスタマイズ

24時間365日稼働可能

スタッフ増員にも
柔軟に対応

複数社登記可能

ビル1棟占有利用

GDMからの紹介の方には通常サービスに加え、
Dearlife 特別サービスをご利用できます！

お部屋探しならディアライフ！

デポジット
長期立替
デポジット
長期立替

※特典1のサービス提供に際して、企業間の覚書締結を必要とすることがあります　※特典１と特典２の併用は不可です。
※サービスプロモーションは予告なく変更となる場合もございます。予めご了承ください。

● 入居者向け保険（火災・借家人賠償・退去時の原状回復）
● セレッソ大阪サッカースクールでのご優待
● ベリーモバイルでのご優待
● ムエタイジムのご優待　　

GDMからの紹介の方には

Dearlife通常サービスDearlife通常サービス

さらに！

＋

引っ越し費用負担引っ越し費用負担

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

インターネットTV
1年間無料

インターネットTV
1年間無料

＋

or

＋
１１特典 法人企業さま向け ２２特典 駐在員さま向け

GDM紹介プロモーション！GDM紹介プロモーション！

イメージキャラクター
ぱんちゃん璃奈



2000年法政大学工学部電子情報学科
卒。日本で15年間以上のWEB、エンター
プライズやソーシャルゲームなど多くのシ
ステム開発を行う。16年青年海外協力隊
として、タイ国トラン県にコンピュータ教師と
して赴任。20年クラスメソッドタイランドを立
ち上げ、タイでクラウドの導入支援を行う。

MD 三並慶佐
K e i s u k e  M i n a m i

classmethod（Thailand）Co., Ltd. 

クラウドが持つ
４つのコストメリット

　クラウドを採用する理由として主に挙
げられるのがコストメリットです。そこで、
クラウド（IaaS）において世界で最も使
用されているAWS（アマゾンウェブサー
ビス）を例に説明をします。
　まず第１に、初期コストがなくなる点
が挙げられます。初期費用や導入費用
がなく１時間当たりの従量課金のみで
使用できるため、サーバーを購入しない
とサービスを利用できない旧来のシステ
ムに比べて、サービス開始時のコストを大幅に削減できます。
　第２に、時間単位で課金されるので無駄な時間に動作
させないことでコストを抑えることができます。図表１は、あ
るネットサービスにおけるアクセス量の時間単位の遷移を示
したものです。クラウドを使わない場合、ピークタイムに合わせ
てサーバーを用意する必要があります。クラウドを使えば時間
単位でサーバーの使用リソース量を調整し、アクセス数に応
じた金額のみの支払いが可能になります（図表１参照）。
　イベント等で多くのアクセスが見込まれる場合にはリソース
を多く用意しておくこともできます。社内のみで使うシステムで
あれば、平日の９時～18時のみ動作させることで約４分の１ま
でコストを抑えることも可能になります。 
　第３には長期契約での割引があります。AWSでは例え
ば、１年間の利用費を先払いすることで約15%～35%までの
割引が受けられます。長期契約の仕方によっては、最大72%
の割引になります。
　第4には信頼性を上げるための機能が標準提供されて
います。例えば、サーバーの負荷を分散させるロードバラン
サーは数十万円から数百万円する高額な機材ですが、
AWSでは時間単位の利用ができ月2,000円程度から使用
できます。このような機能を上手く使うことで、保守に掛かる
手間や費用を大きく抑えることができます。
　その他、コスト以外のメリットとして近年、話題になることの

多いAIやIoTとの親和性の高さがあります。現在、AIやIoT
の技術基盤はほとんどがクラウド上で動いていると言っても
過言ではありません。
　最後に、セキュリティについても触れておきます。当初はセ
キュリティが低いイメージがあったクラウドですが、現在では
米国防総省のような世界で最もセキュリティに注意するような
組織でもクラウドが採用されるようになるなど、目覚ましくセ
キュリティ機能が上がり、信頼性が向上しました。
　このようなメリットのため世界でクラウドという新しい技術が
積極的に採用されています。今後タイでもクラウドを使う企業
が増えていくと言われています。次回は、クラウド（IaaS）の機
能とはどのようなものかについて書かせていただきます。

T e l： +66 02-115-0160 (三並)
E-mail： inquiry@classmethod.co.th
U R L :  https://www.classmethod.co.th/ja

　前回は米国防総省でもクラウドが採用され、世界的にも大きな
マーケット（約4.8兆円規模）になっていると紹介しました。今回
は、なぜ世界中の企業が挙ってクラウドを採用するようになったか
を話したいと思います。

213/4 Asoke Towers, Room B, 5th Floor, Sukhumvit 21 Road,
Klongtoey-Nua, Wattana, Bangkok 10110

クラウド事情
導 入 企 業 急 増 中！
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世
界
中
の
企
業
が
ク
ラ
ウ
ド
を
導
入
す
る
理
由
と
は

【お問い合わせ】

AWSを使ったクラウド構築コンサルタント

AWSを３%OFFで使えるクラスメソッドメンバーズ（TH）提供中

サーバーリソースの時間単位調整の一例

サーバーを自社で設置する場合常時６台必要
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AWSを使用する場合
アクセス状況に応じて
使用台数を変化

これによって
コストを抑える
ことが可能

図表１

海外でもできる貯蓄・資産運用をご存知ですか？

 経験豊富なコンサルタントがサポートいたします。

奈良 静香
2008.3 同志社大学を卒業後、現・三菱UFJ銀行に入行。
シニア・ファイナンシャル・プランナーとして10年半勤務。
2018.9 Questor Capital入社。
2020.1 同社タイオフィスのCountry Managerを兼務。

藤本 弘之
2015.3 関西学院大学卒業。在学中から人事領域を支
援する会社の子会社設立から運営まで約4年間総責任
者として従事。事業売却後Questor Capital入社。前職
の幅広い業務経験を活かしタイ・マレーシアで活躍中。

Country Manager Financial Advisor

Shizuka Nara Hiroyuki Fujimoto

Questor Capital Ltd.

Labuan FSA Licence No.BS200649 / Thailand Regional Office Licence No.1755201886

本社 Unit A-20-16, Menara UOA Bangsar, Jalan Bangsar Utama 1, 59000 Kuala Lumpur, Malaysia
タイ 571 RSU Tower, 10th Floor, Soi Sukhumvit 31, Sukhumvit Rd, Khlongton Nua, Wattana, Bangkok 10110, Thailand

TEL : +662-259-6936    FAX: +662-662-3414

info@questor-capital.comお問い合わせはこちら

ご帰国後も継続可能なグローバルプラン

初心者でも始めやすい少額積立

クレジットカード払いOK

米ドル/日本円/元本保証型などの幅広い選択肢

サイト内は英語、タイ語、
日本語で検索可能です！

タイの物流倉庫・賃貸倉庫検索サイト
Find Warehouse Thailand

タイ王国 77 県エリア、バンコク、シラチャー、ラ
ヨーン、他、各県にある主要工業団地の賃貸倉庫、営
業倉庫の検索が可能。倉庫オペレーションに必要な
機材、サービスの専門業者もご紹介しています。

サイトの倉庫情報から直接メール、電話で所有会社
へご連絡頂けます。サイトご利用による会員登録、
利用手数料、成約手数料は一切掛かりません。

URL：http://www.find-warehouse.com
TEL： 064-934-9714（Ms.Supeephat / タイ語・英語）

E-Mail：info@find-warehouse.com

監査クライアント約350社の9割以上が日系企業。
きめ細かいサービスをお約束いたします。

会計事務所・監査法人

02-261-1785（日本語）
info@pas-audit.com

www.pas-audit.com

・ 早期監査対応
・ 大手監査法人出身の4人の日本人会計士がタイに常駐
・ 親会社や他国の監査人対応・連結対応も可能
・ リーズナブルな価格設定
・ 日系会計事務所最大手のAsia Alliance Partnerと連携し、
 監査以外の業務（決算支援、内部統制、税務等）も柔軟に対応

日本人会計士による、
日系企業のための、
会計・監査。

日本側の監査対応も可能

1 Vasu 1 Building, 9th Floor Room no 905/2, Soi Sukhumvit 25, 
Sukhumvit Rd., Klongtoey-Nua, Wattana, Bangkok 10110

Professional Auditing Service Company Limited

中堅国際会計事務所ネットワーク

加盟

ISQC保持
国際的監査品質
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　11月12日から４日間、第37回
ASEAN関連首脳会議がオンライ
ン形式で開催された。最終日となる
15日には第4回東アジア地域包括
的経済連携（RCEP）首脳会議が
開かれ、インドを除く15ヵ国間で合
意、署名に至った。ASEAN加盟国
10ヵ国のうち６ヵ国以上と、残る
５ヵ国（日本、中国、韓国、オースト
ラリア、ニュージーランド）のうち
３ヵ国以上で批准が完了次第、発
効となる予定。
　なお、15ヵ国は同日、インドの将
来的なRCEP協定加入のための閣
僚宣言も発表しており、これにより
インドは加入に先行して関連会合
へのオブザーバー参加等が認めら
れる。

　11月20日、アジア太平洋経済協
力（APEC）首脳会議がオンライン
形式で開催された。加盟国である
日本、タイ、米国、中国等21ヵ国の
首脳が参加し、３年ぶりとなる首
脳宣言を採択。新型コロナウイル
ス感染症による影響に対処するた
め引き続き協働していくことが確認
された。

　また、貿易および投資環境の改
善、デジタル経済やイノベーション
の促進、持続可能かつ包括的な成
長を柱に、2040年までに開かれた
ダイナミックで強靭かつ平和なア
ジア太平洋共同体を実現する「プ
トラジャヤ・ビジョン2040」も発表
された。

　タイ財務省によれば10月末時点
の公的債務残高は７兆8,292億
バーツで、対GDP比率は49.53％
となった。21年度（20年10月～21
年９月）の財政予算執行に関して
は、10月７日付の官報で告示され
ている。歳出は20年度よりも860億
バーツ多い3兆2,860億バーツ。
　なお、９月26日の閣議で１兆
4,654億バーツの追加借入が承認
されており、21年度末には公的債
務残高の対GDP比率は57.23％に
なる見込み。

　タイ投資委員会（BOI）は、プラ
ユット首相が委員長を務めた12月
21日の本委員会において、政府が
誘致しているターゲット産業への
投資やデジタル技術の導入を促進
する奨励策を承認した。
　ドゥアンジャイBOI長官によれば

投資金額が10億バーツ以上、かつ
奨励証書の発行から12ヵ月以内
に事業を開始したターゲット産業
の大型投資案件には、５年～８年
間の法人税免税恩典に加え、追加
恩典として５年間の法人税50％減
免が付与される。
　またAIやビッグデータ分析と
いったデジタル技術を導入した既
存事業には、３年間の法人税50％
減免恩典が付与される。前者は21
年末まで、後者は22年末までに申
請を行う必要等がある。

　タイ国鉄（SRT）は、21年６月に
バンコクのバンスー中央駅周辺開
発事業（ゾーンA）の再入札実施を
予定している。バンスー新中央駅は
21年中に開業する見込みで、周辺
エリアにおいてオフィス、商業施設、
住宅、ホテルのほかイベント関連施
設の開発が計画されている。
　ゾーンA開発は19年７月に入札
を行ったものの応札者がなく、入札
条件の再検討が行われていた。

　タイ政府が21年の祝日追加を
決定したことを受け、タイ中央銀行
（BOT）は２月12日と９月24日を金
融機関の祝日として追加した。元々
祝日として予定されていた10月25
日は平日となり、代わって22日が祝
日となる。
　政府は４月12日と７月27日も祝
日にすることを決定したが、金融機
関は営業日となる。

　タイ政府は１月５日、タイ全土を
対象とした非常事態宣言の適用を
21年２月28日まで延長することを
閣議で決定した。非常事態宣言の
延長は９度目となる。

経　済

■ NESDC経済予測値（20年11月16日発表）

＊（出所） タイ中央銀行
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SBCSは三井住友フィナンシャルグループが出資する、
SMBCグループ企業です。1989年の設立以来、
日系企業のお客さまのタイ事業を支援しております。

　
２０
年
12
月
16
日
に
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ

ン
が
ク
ル
ン・ト
ン
ブ
リ
ー
か
ら
ク
ロ

ン・
サ
ン
ま
で
開
通
し
、B
T
S
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
が
ク
ー
コッ
ト
ま
で
延

伸
し
ま
し
た
。そ
こ
で
早
速
、乗
車

し
て
き
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
の
車
両
は
２
両

編
成
で
小
さ
く
て
か
わ
い
い
イ
メ
ー

ジ
。開
通
し
て
間
も
な
い
こ
と
も
あ

り
、写
真
を
撮
って
い
る
方
が
沢
山
い

ま
し
た
。ゴ
ム
タ
イ
ヤ
で
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
上
を
走
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で

す
。連
結
バ
ス
と
鉄
道
の
間
の
乗
り

物
と
言
っ
た
ら
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い

で
し
ょ
う
か
。

　
無
人
運
転
で
運
転
席
が
無
く
、車

両
の
前
後
が
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
って
い

る
た
め
先
頭
に
立
つ
と
見
晴
ら
し
が

非
常
に
良
い
で
す
。た
だ
、B
T
S

と
比
べ
て
走
行
中
の
揺
れ
が
激
し
い

の
で
乗
り
物
酔
い
す
る
方
に
は
お
勧

め
で
き
ま
せ
ん
。

　
サ
イ
ア
ム
高
島
屋
が
入
っ
て
い
る

I
C
O
N
S
I
A
M
は
駅
直
結
と

な
っ
て
い
ま
す
。交
通
手
段
に
こ
れ

ま
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、船
に
加
え
、

時
間
の
読
め
る
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
が

加
わ
る
の
で
行
き
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

　
一
方
、延
伸
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
の
終
着
で
あ
る
ク
ー
コッ
ト
駅
の
周

り
に
は
大
き
な
建
物
は
な
く
住
宅

街
が
広
が
って
い
ま
し
た
。「
ク
ー
コッ

ト
駅
を
利
用
す
る
人
は
ど
う
や
っ
て

駅
ま
で
来
る
の
か
な
？
」と
思
っ
た
の

で
す
が
、パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
の
た
め
の

駐
車
場
が
駅
直
結
で
用
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
私
が
着
い
た
の
は
平
日
の
午
後
３

時
頃
で
し
た
が
、７
０
０
台
以
上
を

と
め
ら
れ
る
駐
車
場
は
か
な
り
埋

ま
っ
て
い
る
様
子
。同
様
の
施
設
は

ク
ー
コ
ッ
ト
の
次
の
イ
ェ
ー
ク・コ
ー・

ポ
ー・
オ
ー
に
も
あ
り
、こ
ち
ら
は

1
0
0
0
台
以
上
の
駐
車
が
可
能

に
な
って
い
ま
す
。

　
今
年
は
モ
ノ
レ
ー
ル
の
ピ
ン
ク
ラ

イ
ン
と
イ
エ
ロ
ー
ラ
イ
ン
が
一
部
開
通

す
る
予
定
で
す（
延
期
さ
れ
る
可

能
性
は
十
分
あ
り
ま
す
が
）。そ
し

て
ピ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
東
端
と
な
る
ミ

ン
ブ
リ
駅
に
は
な
ん
と
3
0
0
0

台
駐
車
可
能
な
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
の

施
設
が
用
意
さ
れ
る
計
画
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
イ
エ
ロ
ー
ラ
イ
ン
の
シ
ー
イ
ヤ
ム

と
い
う
シ
ー
ナ
カ
リ
ン
通
り
と
バ
ン

ナ
ー
ト
ラ
ッ
ド
通
り
の
交
差
点
付

近
に
で
き
る
駅
に
も
、パ
ー
ク
＆
ラ

イ
ド
の
た
め
の
巨
大
な
駐
車
場
を

建
設
中
で
す
。

　
都
市
鉄
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
郊

外
に
広
が
る
に
つ
れ
て
、フ
ァ
ミ
リ
ー

は
郊
外
の一
軒
家
で
生
活
し
車
で
子

供
を
学
校
に
送
っ
た
後
、駅
の
パ
ー
ク

＆
ラ
イ
ド
に
駐
車
し
て
都
心
の
職
場

に
向
か
う
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
進
み
そ
う
で
す
。

　
一方
、都
心
で
新
規
販
売
さ
れ
る
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
は
25
〜
50
平
米
程
度

の
広
さ
が
大
多
数
を
占
め
て
い
ま

す
。こ
の
た
め
、一
人
暮
ら
し
ま
た
は

Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（D

ouble Incom
e, 

N
o 
K
ids

＝
共
働
き
で
子
供
が
い

な
い
夫
婦
）は
都
心
に
住
む
人
が
増

え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
含
め
て
タ
イ
人
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
を
感
じ
な
が
ら
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
考
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

タ
イ
商
工
会
議
所
、工
業
連
盟
、銀
行
協
会
か
ら
成
る
商
業・工
業・金
融
合
同
常
任
委
員
会（
Ｊ

Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ｂ
）は
１
月
６
日
、２
０
２
１
年
の
経
済
成
長
率
に
つ
い
て
＋
１・５
〜
３・５
％
と
な
る

予
測
を
発
表
。昨
年
12
月
２
日
時
点
の
予
測
値（
＋
２・０
〜
４・０
％
）か
ら
下
方
修
正
し
た
。な

お
、タ
イ
中
央
銀
行（
Ｂ
O
Ｔ
）は
12
月
23
日
の
金
融
政
策
委
員
会
で
２１
年
の
経
済
成
長
率
に
つ
い

て
＋
３・２
％
と
予
測
し
て
い
る
。

タイ を深 く知るコラム

都
市
鉄
道
の
延
伸
と
新
線
開
通

Vol.

6 タイ

SBCS Co., Ltd.
Manager, Business
Promotion Division

長谷場 純一郎

奈良県出身。2000年東京理
科大学（物理学科）卒業。日
本貿易振興機構（ジェトロ）入
構。山形事務所などに勤務し
た後、10年チュラロンコン大
学留学（タイ語研修）。12年
から18年までジェトロ・バンコ
ク勤務。19年5月より現職。
    jhaseba@sbcs.co.th
    www.sbcs.co.th 

2 0 2 0

2 0 2 1

   実績 暫定  　　　　       予測 
   2017 2018 2019 2020
  景気･物価動向（前年比増減率：％）
 実質経済成長率 4.1 4.2 2.4 ▲ 6.0
 民間消費  3.1 4.6 4.5 ▲ 0.9
 政府消費  0.1 2.6 1.4 3.6
 投資  1.8 3.8 2.1 ▲ 3.2
 インフレ率　 0.7 1.1 0.7 ▲ 0.9
  貿易動向（10億米ドル、前年比増減率：％）
 輸出額  233.7 251.1 242.7 224.5
  （％） （9.5） （7.5）  （▲3.3）  （▲7.5）
 輸入額  201.1 228.7 216 186.2
  （％） （13.2） （13.7）  （▲5.6）  （▲13.8）
 経常収支  44.0 28.4 38.2 14.0
  （対GDP比：％） （9.6） （5.6） （7.0） （2.8）
＊ 外貨準備高 202.6 205.6 224.3 251.1
＊ 財政収支（対GDP比：％） ▲ 2.7 ▲ 2.5 ▲ 1.8 ▲ 6.0
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　前月号に引き続き、今月号も企業が現オフィスで抱えている問
題を解消する、オフィス移転のケーススタディを解説いたします。

不動産のプロ、GDMが徹底解説！Vol.13

オフィス移転
企業が抱える問題を解決！

097-137-4831（担当：内堀）
uchibori@gdm-asia.com
https://office.gdm-asia.com/bkk-office-navi/

オフィス紹介実績
● コナミアミューズメント 様
● 湖池屋 様
● 住友重機械工業 様
● 野村総合研究所 様
● 三菱UFJリサーチ&コンサルティング 様
● BizWings 様
● JXTGエネルギー 様
● KGK 様
● モンスターラボ 様

● 古河電工オートモーティブシステムズ 様
● 戸上電機製作所 様
● 日本コムサ 様
● アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
● 古河電気工業 様
● 住友商事マシネックス 様
● 野村貿易 様
● 北國銀行 様

オフィスのお悩み・ご相談があれば、いつでもお気軽にお問い合わせください。お問合せ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
A
社
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
半
永
久
的
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
で
業
務
を
進
め
て
い
て
、定
期
的
な
会
議
の
際
の
み
の
出
社
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、出
社
率
は
コ
ロ
ナ
前
の
20
％
ほ
ど
で
す
。

オ
フ
ィ
ス
縮
小
を
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

リモートワークの導入をすることで、日々の出社人数が格段に減少する企業も多いです。
日々の出社人数から、オフィス必要面積を算出し無駄なオフィス面積を無くすことでコスト削減に繋がります。

→リモートワーク導入後の日々の出社人数に合わせたオフィス面積に縮小

オフィス面積が大きい問題①

オフィス面積を大きく縮小することによって、バンコク都心駅近のグレードの高いオフィスビルへ移転しても、毎月の賃
料が格段に下がる場合もあります。
自社にとって優先度の高い条件は何かを改めて見直し、オフィス物件を探すことが必要です。

→バンコク都心の駅近物件へ移転

バンコク都心から遠い問題②

200㎡の物件の場合、物件選定から契約、内装施工、引っ越しまでを考えると５ヵ月～７ヵ月ほどの期間が必要です。
タイでは賃貸契約を途中で解約した場合、ビルによっては、入居時に支払ったデポジット（家賃３ヵ月分）と契約満期ま
での賃料総額もペナルティとして支払う必要があります。
今回のように残存期間を３ヵ月残して移転をし、追加投資額に加えペナルティを支払ったとしても１年４ヵ月で回収でき
るケースもあるので事前のコストシミュレーションが大切です。
*弊社では無料でコストシミュレーションを承っています。

→移転に掛かる時間の算出とコストシミュレーション

契約残存期間と移転時期の調整問題③

バンコク郊外（駅近）→バンコク中心地（駅近）への移転

賃料減率：67％
面積減率：80%

移転後

Bhiraj at EmQuartier

竣工：2015年
面積：200㎡
賃料単価:1,400バーツ/㎡

BTSプロンポン駅 徒歩１分

年間賃料：336万バーツコスト削減！
654万バーツ

年間移転前

Bhiraj at BITEC

竣工：2017年
面積：1,000㎡
賃料単価:825バーツ/㎡

BTSバンナー駅 徒歩３分

年間賃料：990万バーツ

移転時契約残存期間　０ヵ月の場合

約７ヵ月で相殺
移転時契約残存期間　3ヵ月の場合

約1年４ヵ月で相殺

追加投資額*相殺期間(単位：バーツ） 

25,000,000

20,000,000

15,000,000

10,000,000

5,000,000

0
半年 1年半 2年半1年 2年

Bhiraj at BITEC Bhiraj at EmQuartier Bhiraj at EmQuartier（残存あり）

相殺

相殺

*追加投資額：途中契約ペナルティ費用、既存オフィス原状
回復費、新設オフィス内装費（家具、引っ越し費用、契約満
期時返金となるデポジット等は含まない)

※賃料価格はあくまで目安です

大
幅
に
面
積
縮
小
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減

メ
ー
カ
ー
B
社
は
３
年
前
に
タ
イ
へ
進
出
し
ま
し
た
。当
時
は
バ
ン
コ
ク
都
心
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
は
賃
料
が
高
額
だ
と
判
断
し
、

バ
ン
コ
ク
郊
外
で
も
バ
ン
コ
ク
都
心
に
行
き
や
す
い
駅
近
物
件
を
選
定
し
ま
し
た
。バ
ン
コ
ク
都
心
へ
の
営
業
活
動
が
多
く
、

所
要
時
間
が
掛
か
る
た
め
バ
ン
コ
ク
都
心
で
物
件
を
探
し
て
い
ま
す
。

駅近くのバンコク郊外の物件、または駅から少し距離があるバンコク都心の物件のどちらを選択するかは、企業の優
先度合いに応じて異なります。バンコク都心での営業活動が頻繁な企業の場合、バンコク都心に物件がある方が効
率が高いと言えるでしょう。

→バンコク都心の駅遠物件へ移転

バンコク都心から遠い問題②

オフィス移転をする際に、現オフィスが抱える問題の見える化が必要です。
見える化をすることにより、改めて自社のオフィスに必要な面積の算出ができます。

→日々の出社人数に合わせたオフィス面積に縮小

オフィス面積が大きい問題①

賃料が低価格の物件はその分、デメリットがあります
（例えば郊外・駅から遠い立地・築年数が古いなど）。
今回のケースのようにバンコク都心に立地することの
プライオリティーが高い場合、郊外駅近から都心駅遠
に移転する選択肢もあります。
オフィスビルによっては、オフィスビルの立地が少し駅
から離れると、郊外駅近より賃料価格が安くなる場合
もあります。

→自社にとって享受できる条件の低価格オフィスへ移転

賃料が高い問題③

バンコク郊外（駅近）→バンコク中心地（駅遠）への移転

賃料減率：39％
面積減率：25%

移転後

BB Building

竣工：1994年
面積：450㎡
賃料単価:680バーツ/㎡

BTSアソーク駅 徒歩11分

年間賃料：367万バーツコスト削減！
226万バーツ

年間移転前

Bhiraj at BITEC

竣工：2017年
面積：600㎡
賃料単価:825バーツ/㎡

BTSバンナー駅 徒歩３分

年間賃料：594万バーツ

移転時契約残存期間　０ヵ月の場合

約１年で相殺
移転時契約残存期間　3ヵ月の場合

約2年4ヵ月で相殺

追加投資額*相殺期間(単位：バーツ） 

16,000,000

14,000,000

12,000,000

10,000,000

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

0
半年 1年半 2年半1年 2年

Bhiraj at BITEC BB Building BB Building（残存あり）

*追加投資額：途中契約ペナルティ費用、既存オフィス原状
回復費、新設オフィス内装費（家具、引っ越し費用、契約満
期時返金となるデポジット等は含まない)

※賃料価格はあくまで目安です

バ
ン
コ
ク
中
心
地
に
移
転
し
つ
つ
も
コ
ス
ト
削
減

相殺

相殺
CASE 1

CASE
STUDY

CASE 2

BB Buildingの外観
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皆
さ
ん
は
、「
組
織
変
革
」と
聞
く
と
ど
ん

な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
？

　
戦
略
や
会
社
の
方
向
性
の
大
き
な
転
換

で
し
ょ
う
か
。抜
本
的
な
仕
組
み
や
制
度
の

変
更
を
試
み
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。あ
る
い

は
、そ
の
よ
う
な
変
革
を
実
行
で
き
る「
人
」

の
開
発
で
し
ょ
う
か
。

　「
変
革
せ
よ
、変
革
が
迫
ら
れ
る
前
に
」

　「
最
も
強
い
も
の
が
生
き
残
る
の
で
は

な
い
。最
も
変
化
に
敏
感
な
も
の
が
生
き

残
る
」

　
前
者
は
ジ
ャ
ッ
ク・ウ
ェル
チ
、後
者
は
チ
ャ

ー
ル
ズ・ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
言
葉
で
す
。

　
組
織
は
常
に
、環
境
や
状
況
の
変
化
に
合

わ
せ
て
変
わ
り
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
言

え
ま
す
。組
織
は
常
に「
工
事
中
」で
あ
り
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
質
は「
変
化
」で
あ
る
と

言
って
も
過
言
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

真
の「
人
財
の
現
地
化
」は

目
的
で
は
な
く
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
現
れ
る

　「
人
財
の
現
地
化
」を
進
め
る
際
、そ
こ
に

向
け
た
促
進
要
因
と
環
境
を
整
備
す
る
と

同
時
に
、阻
害
要
因
を
排
除
し
て
い
く
こ
と

は
重
要
で
す
。し
か
し
、最
も
大
切
な
こ
と

は
、現
地
ス
タ
ッ
フ
本
人
た
ち
が
そ
の
気
に
な

る
こ
と
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、ど
の
よ
う
に
社
員
を
そ
の
気

に
さ
せ
て
い
ま
す
か
？
ま
た
、何
に
対
し
て
、

そ
の
気
に
さ
せ
た
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　「
現
地
化
し
て
！
」「
主
体
的
に
な
って
！
」

「
や
る
気
を
出
し
て
！
」と
伝
え
続
け
た
と

こ
ろ
で
、本
当
に
そ
う
な
る
人
は
い
る
で
し
ょ

う
か
。

　
私
た
ち
が
考
え
る
真
の「
人
財
の
現
地

化
」と
は
、会
社
が
必
要
と
し
て
い
る
変
化

に
対
す
る
現
地
社
員
の
主
体
化（
意
識・行

動
改
革
）で
あ
っ
て
、目
指
し
た
い
組
織
の
変

革
に
向
け
て
現
地
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
た
社
員

全
員
の
主
体
化
を
促
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
、人
財
の
現
地
化
が
起
き
る
と
考
え

ま
す
。

　
例
え
ば
、今
ま
で
は
日
本
の
や
り
方
を
教

え
、愚
直
に
頑
張
る
社
員
の
行
動
を
奨
励
し

て
い
た
会
社
が
、こ
れ
か
ら
は
日
本
人
も
気

付
け
な
い
現
地
の
ニ
ー
ズ
を
探
索
し
、そ
こ
に

合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
繋
が
る
行
動

を
奨
励
し
た
い
、と
考
え
た
と
し
ま
す
。

　
し
か
し
、い
き
な
り
そ
う
言
わ
れ
た
か
ら

と
いっ
て
、明
日
か
ら「
は
い
、そ
う
し
ま
す
」

と
は
動
け
な
い
わ
け
で
す
。

成
り
立
って
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　
従
っ
て
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
ル
ー
テ
ィ
ン
は
変
わ
ら
ず
、組
織
に
流

れ
る
前
提
に
気
付
く
こ
と
も
な
く
、組
織
の

状
態
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
逆
に
言
え
ば
、日
々
の
関
わ
り
、コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョン
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
よ
って
、人
も

組
織
の
状
態
も
変
え
て
い
け
る
、と
も
言
え

ま
す
。

主
体
化
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
数
が

組
織
変
革
の
決
め
手

　
組
織
変
革
は一人
か
ら
始
ま
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、一人
で
起
こ
せ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。そ
の
変
革
に
対
し
、主
体
化
し
た
リ

ー
ダ
ー
が
組
織
の
至
る
所
に
物
理
的
に
増
え

て
い
く
、そ
れ
に
よ
って
変
化
が
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

と
な
り「
組
織
変
革
」へ
と
進
む
わ
け
で
す
。

皆
さ
ん
の
会
社
の
リ
ー
ダ
ー
は
、何
に
向
か
っ

て
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？

　K
otter International

社
の
マ
ネ
ー
ジ
ン

グ・デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン・ワ

ッ
サ
ー
マ
ン
氏
は
、２
０
１
４
年
に
Ｃ
Ｌ
Ｏ（
最

高
学
習
責
任
者
）向
け
に
次
の
よ
う
な
記
事

を
書
き
ま
し
た
。

　「
21
世
紀
の
こ
の
世
界
で
、企
業
が
育
て
る

べ
き
最
も
重
要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ・ケ
イ
パ

ビ
リ
テ
ィ
と
は
、最
低
で
も
社
員
の
50
％
が

並
は
ず
れ
た
危
機
感
を
持
っ
て
外
に
向
い

て
い
て
、情
け
容
赦
な
く
成
功
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
定
め
て
い
て
、毎
日
前
進
す
る
こ
と
を

決
め
て
い
る
状
態
を
創
る
こ
と
の
で
き
る

能
力
で
あ
る
」※
１

　
理
想
論
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、仮
に
こ
れ
を「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ・ケ

イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
」と
定
義
す
る
な
ら
ば
、私
た

ち
自
身
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
能
力
は
、日

頃
と
は
違
っ
た
見
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

「
再
デ
ザ
イ
ン
」と
い
う
考
え
方

　
さ
て
、こ
こ
ま
で
い
く
つ
か
の
視
点
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
組
織
に
も「
前
提
」と「
ル
ー
テ
ィ

ン
」が
存
在
し
、そ
れ
ら
は
日
々
の
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョン
、関
わ
り
に
よ
って
支
え
ら
れ
、維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
。組
織
活
動
の
ほ
と
ん
ど
は

コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
に
よ
って
成
り
立
って
い
る

こ
と
。そ
し
て
、そ
も
そ
も
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、人
も
組
織
も
変

わ
ら
な
い
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
考
え
方
を
基
に
当
社
で
は「
シ

ス
テ
ミ
ッ
ク・コ
ー
チ
ン
グ
™
」と
い
う
組
織
変

革
モ
デ
ル
を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

　「
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
」と
は
染
み
出
る
、染
み
渡

る
、と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。ク
ラ
イ
ア
ン

ト
企
業
様
と
共
に
創
り
た
い
組
織
変
革
と

は
、環
境
や
状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
て
既
存

の
ル
ー
テ
ィ
ン
を
こ
れ
か
ら
求
め
た
い
新
た
な

ル
ー
テ
ィ
ン
に
変
え
て
い
く
。そ
の
た
め
に
、周

囲
か
ら
の
関
わ
り（
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）を

再
デ
ザ
イ
ン
す
る
。そ
の
変
化
に
向
け
て
、周

囲
へ
の
関
わ
り
を
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
主

体
化
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
数
を
増
や
し
、そ
の

個
と
個
が
繋
が
っ
て
い
く
。そ
ん
な
組
織
変

革
で
す
。

　
人
財
の
現
地
化
の
テ
ー
マ
に
照
ら
し
合
わ

せ
る
と
、会
社
の
目
指
し
て
い
る
変
化
に
い
ざ

な
う
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、主
体
化
し
た
リ
ー
ダ

ー
が
生
ま
れ
る
、こ
こ
に
真
の
現
地
化
が
起

き
る
、と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
次
回
は
デ
ー
タ
な
ど
も
交
え
な
が
ら
、具

体
的
事
例
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

 

私
た
ち
は
関
わ
り
の
中
に
生
き
て
お
り

関
わ
り
が
私
を
つ
く
る
、と
い
う
考
え
方

　
例
え
ば
、新
入
社
員
の
S
君
が
Ａ
と
い

う
会
社
に
入
る
と
、い
ず
れ
は「
Ａ
社
っ
ぽ
い

人
」に
な
っ
て
い
き
ま
す
。同
じ
S
君
が
、

B
社
に
入
っ
た
ら
、「
B
社
っ
ぽ
い
人
」に
な

る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
社・組
織
に
あ
る

暗
黙
の
ル
ー
ル
や
前
提
、ル
ー
テ
ィ
ン
に
基
づ
い

た
考
え
方
や
行
動
を
社
員
が
取
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
基
づ
い
た
関
わ
り
を
周
囲
が
S
君
に

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
ど
の
組
織
に
も「
前
提
」や「
ル
ー
テ
ィ
ン
」

が
存
在
し
ま
す
。前
提
と
は
、当
た
り
前
の

よ
う
に
組
織
の
中
に
存
在
し
て
い
る
捉
え
方

で
す
。ル
ー
テ
ィ
ン
と
は
、前
提
を
ベ
ー
ス
に
生

ま
れ
る
反
応
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　
例
え
ば「
上
司
の
言
う
こ
と
が
絶
対
で

あ
る
」と
い
う
前
提
が
流
れ
て
い
る
組
織
が

あ
る
と
し
ま
し
ょ
う
。そ
う
す
る
と
社
員

は
、「
上
司
の
考
え
に
合
わ
せ
た
行
動
を
と

る
」と
い
う
ル
ー
テ
ィ
ン
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
仕
事
と
は
新
し
い
も
の
を
生
み
出

す
こ
と
だ
」と
い
う
前
提
が
あ
れ
ば
、日
々

「
新
し
い
こ
と
と
は
何
だ
ろ
う
か
」と
い
う
問

い
に
基
づ
い
た
ル
ー
テ
ィ
ン
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
前
提
や
ル
ー
テ
ィ
ン
は
日
々
の
関
わ

り
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。組
織
の
活
動
の
ほ
と

ん
ど
は
、日
々
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
に
よ
って

株式会社コーチ・エィ

COACH A（Thailand）

Tel： +66-2-258-6065
https://www.coacha.com/

388 Exchange Tower, 25th Floor, Unit no.2504-1,
Sukhumvit Road, Klongtoey, Klongtoey, Bangkok 10110 

真
の「
人
財
の
現
地
化
」と
は
？

〜
関
わ
り
を
変
え
る
、組
織
が
変
わ
る
〜

　私たちコーチ・エィは「ある局面に向き合ったとき、自らもその状態の一部だ
と捉え、自ら行動を始める人」を「リーダー」と呼び、日本国内だけでなくアジ
ア・オセアニア地域においても、「変化する未来を共創するリーダーをつくる」
ことをミッションに、企業様の組織変革をご支援しています。
　そして、タイ・ASEANにおいて最も多く寄せられる組織変革テーマは、なん
といっても「人財の現地化」になります。
　そこで今回から２回に亘って、真の「人財の現地化」とは何かについて、私た
ちの考察をご紹介したいと思います。

※１ Wasserman, J., 2014, With Leadership Development for All, Chief Learning Officer ‒ CLO Media

前
編

33 32



　みずほ銀行バンコック支店メコン５課が発行する企業向け会報誌
『Mekong ５ Journal』よりメコン川周辺国の最新情報を一部抜粋して紹介

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、今
後
の
経
済
成
長
期

待
を
背
景
に
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
諸
外
国
か
ら
の

投
資
は
引
き
続
き
堅
調
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。

　
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）に
お
い
て

は
、２
０
２
０
年
以
降
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
越
え
る
予

測
と
な
っ
て
い
る
。Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
も
、20
年
は
タ

イ
な
ど
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
通
貨
基
金
）な
ど
各
機

関
で
マ
イ
ナ
ス
成
長
予
測
と
な
っ
て
い
る
が
、ベ
ト

ナ
ム
に
お
い
て
は
プ
ラ
ス
成
長
予
測
を
維
持
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
は
製
造
拠
点
と
し
て
高
い

注
目
度
を
集
め
て
お
り
、電
子
機
器
の
工
場
の
集

積
地
と
も
言
え
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。加
え
て
昨
今

で
は
、内
需
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙
い
と
し
た
M
＆
Ａ
の

件
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
本
稿
で
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
M
＆
Ａ
に
つ
い

て
、重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る「
国
営
企
業
の

民
営
化
」を
振
り
返
り
な
が
ら
説
明
す
る
。

　国
営
企
業
民
営
化
に
至
る
流
れ 

　
ベ
ト
ナ
ム
は
１
９
８
６
年
の
共
産
党
大
会
で
ド

イ
モ
イ
政
策
を
採
択
し
、市
場
経
済
型
社
会
主

義
を
標
榜
し
て
国
力
増
強
に
邁
進
し
て
き
た
。ド

イ
は
替
え
る
、モ
イ
は
新
し
い
も
の
、と
い
う
ベ
ト

ナ
ム
語
で
ド
イ
モ
イ
は
革
新
の
意
で
あ
る
。

　
ド
イ
モ
イ
以
降
、ベ
ト
ナ
ム
は
骨
太
な
国
家
政
策

を
打
ち
立
て
て
き
た
。そ
の
１
つ
は
外
資
系
製
造

業
の
誘
致
で
あ
る
。90
年
代
以
降
、外
資
系
企
業

の
投
資
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、今
な
お
ベ
ト
ナ
ム
の
経

済
成
長
を
支
え
る
重
要
な
要
素
と
な
って
い
る
。

　
も
う
一つ
は
92
年
以
降
進
め
ら
れ
て
き
た
国
営

企
業
の
民
営
化
で
あ
る
。国
営
企
業
の
株
式
を

戦
略
投
資
家
に
売
却
す
る
事
で
、特
に
外
資
系

企
業
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
込
み
、さ
ら
に
は

旧
態
依
然
と
し
た
会
社
経
営
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
管
理

の
向
上
を
通
じ
て
国
際
的
競
争
力
を
高
め
よ
う

と
す
る
政
策
で
あ
る
。　

　
実
際
、９０
年
頃
に
約
１
万
２
０
０
０
社
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る
国
営
企
業
数
は
、２
０
１
８
年
末
に
は
約

２
２
６
０
社
ま
で
減
少
し
た（
図
表
１
）。

国
営
企
業
民
営
化
に
お
け
る
課
題

　
今
な
お
国
営
企
業
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
3
割
を
占
め

る
と
言
わ
れ
、売
却
が
進
ん
で
い
な
い
大
手
国
営

企
業
の
民
営
化
が
ベ
ト
ナ
ム
の
最
大
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の一つ
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、19
年
に
公
表
し
た

20
年
末
ま
で
に
売
却
予
定
の
銘
柄（
図
表
２
）を

再
度
公
表
し
た
が
、民
営
化
の
対
象
と
さ
れ
て
い

る
93
社
の
う
ち
20
年
3
月
時
点
で
は
株
式
化
し

た
の
は
１
社
の
み
で
あ
り
、外
資
出
資
案
件
は
な

い
。20

年
以
降
の
ト
レ
ン
ド

　
国
営
企
業
民
営
化
の
進
捗
が
芳
し
く
な
い
現

状
に
お
い
て
、近
時
の
ベ
ト
ナ
ム
で
の
Ｍ
＆
Ａ
は
大

半
が
民
間
企
業
で
あ
る
。ベ
ト
ナ
ム
地
場
企
業
の

数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
中（
図
３
）、対
象
と
な

る
の
は
こ
こ
20
年
で
勃
興
し
て
き
た
民
間
企
業

が
多
く
、成
長
過
程
に
あ
っ
て
規
模
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
い
企
業
で
あ
る
。

　
実
際
の
デ
ィ
ー
ル
サ
イ
ズ
は
１
億
米
ド
ル（
約
１

０
４
億
円
）以
下
の
も
の
が
大
半
で
、タ
イ
や
マ

レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
日
系
企
業
に
よ
る
主
な
Ｍ
＆

Ａ
と
比
べ
て
も
小
規
模
に
な
っ
て
い
る
。ベ
ト
ナ
ム

市
場
へ
の
初
め
て
の
参
入
で
Ｍ
＆
Ａ
を
行
う
日
系

企
業
も
あ
る
が
、そ
う
し
た
企
業
に
と
っ
て
も
1

億
米
ド
ル
以
下
の
デ
ィ
ー
ル
サ
イ
ズ
は
投
資
家
の

裾
野
を
広
げ
る一因
と
な
って
い
る
。

　
人
口
拡
大
、経
済
成
長
に
よ
る一
人
当
た
り
所

得
の
増
加
を
背
景
に
、内
需
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
成
長

す
る
ビ
ジ
ネ
ス（
小
売
り・食
品・衣
料・不
動
産・

物
流・エ
ネ
ル
ギ
ー
等
）が
主
に
模
索
さ
れ
て
い
る

が
、特
に
固
定
価
格
買
取
制
度（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）が
適
用

さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
不
動
産
案
件
は

根
強
い
関
心
が
あ
る
。

　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
企
業
な
ど
に
出
資
す
る
企

業
も
出
て
き
て
お
り
、投
資
先
の
業
種
は
今
後
も

多
様
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。ベ
ト
ナ
ム
政
府
が

外
国
人
投
資
家
に
対
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
を
踏
ま
え
た
Ｍ
＆
Ａ
の
環
境
整
備
を
す
る
こ
と

に
期
待
し
た
い
。

　
21
年
に
ベ
ト
ナ
ム
は
5
年
に
1
度
の
共
産
党
大

会
を
控
え
て
お
り
、新
内
閣
の
下
、国
営
企
業
の

民
営
化
が
ど
の
よ
う
に
進
む
か
に
つ
い
て
、ベ
ト
ナ

ム
経
済
飛
躍
の
起
爆
剤
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。特
に
海
外
の
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
を
招
聘
す
る

こ
と
で
、先
進
国
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
足
飛
び
に
得
る

可
能
性
も
あ
る
。
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タイ・バーツ（USD / THB）タイ・バーツ（USD / THB）

ベトナム・ドン（USD / VND）ベトナム・ドン（USD / VND）

月間USD市場推移
Monthly Market

米金融緩和の終了を議論するには時期尚早との見解が
改めて確認され、引き続き過剰流動性による利回り追求
の動きが継続、リスク性資産である新興国通貨は対ドル
で底堅い動きを見込む。米追加経済対策に関する不透明
感が株価を不安定にする懸念はあるが、一時的なものに
留まり、暫くは30バーツ近辺をキープするか。

２月はテト休暇（10日～16日）が控えており、マーケットの
動きも鈍くなる可能性はあるものの、米国からの監視圧力
は継続していることに加え、中央銀行の介入スタンスにつ
いても介入停止を含めた政策の変更リスクは残存。引き
続き、VND高方向への推移を想定しておきたい。

ミャンマー・チャット（USD / MMK）ミャンマー・チャット（USD / MMK）

２月は拮抗した実需の需給相場が続くと思われる中、
1,320～1,340をコアレンジとしたレンジ相場を予想。政府
がコロナ規制と経済活動との両立を模索し、貿易活動の
回復とともに貿易収支赤字が再び拡大傾向にある上、コ
ロナ禍でFDIの流入が鈍化してUSD高MMK安要因となっ
ている。一方、例年１月～３月はUSD安MMK高方向に動く
傾向が高いという季節性アノマリー（理由は不明確）も存
在することから、一方的なUSD高MMK安の展開は見込
みにくいと考えている。　　　　　　　　   （１月末時点）

ま
と
め

　
近
年
で
は
日
系
だ
け
で
な
く
、韓
国
系
や
タ
イ

系
の
企
業
も
意
欲
的
に
ベ
ト
ナ
ム
事
業
に
投
資
し

て
お
り
、欧
米
系
企
業
は
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案

件
ベ
ー
ス
で
の
投
資
意
欲
が
伺
え
る
。

　
日
系
企
業
は
常
に
中
長
期
的
な
事
業
戦
略
を

持
っ
て
お
り
、必
ず
し
も
目
先
の
収
益
性
を
追
求

す
る
の
み
で
は
な
い
。M
&
A
の
際
も
事
業
連
携

の
み
な
ら
ず
、経
営
者
や
従
業
員
の
資
質
を
洞
察

し
、自
分
達
の
ス
タ
イ
ル
や
ポ
リ
シ
ー
に
フ
ィ
ッ
ト

す
る
か
も
良
く
考
察
し
て
い
る
。

　
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
発
展
へ
の
貢
献
も
強
く

意
識
し
て
い
る
企
業
も
多
く
、卓
越
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
や
技
術
力
、経
験
値
で
ベ
ト
ナ
ム
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
よ
り
肥
沃
な
も
の
に
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
将
来
的
に
は
労
働
集
約
型
産
業
の
み
な
ら
ず
、

ハ
イ
テ
ク
産
業
の
成
長
促
進
や
周
辺
他
国
と
の
産

業
連
携
に
よ
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
も
寄
与

す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ベトナムの国営企業数図表１

出所：「Statistical Yearbook of Vietnam 2019」よりみずほ銀行ハノイ支店作成

ベトナム政府100％保持 ベトナム政府51％保持

2020年末までに売却予定の国営企業（代表銘柄抜粋）図表２

出所：2019/8/15付首相決定第26/2019/QD-TTg号、2020/3/13付首相決定第105/QD-DTKDV号、
　　 各種報道よりみずほ銀行ハノイ支店作成

ベトナムの企業総数図表３

出所：「Statistical Yearbook of Vietnam 2019」よりみずほ銀行ハノイ支店作成07/08/2020 07/10/2020 07/12/2020
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日
系
企
業
の
海
外
で
の
地
域
統
括
会
社
の

在
り
方
に
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。地
域
統
括

会
社
の
再
編
や
機
能・役
割
の
見
直
し
に
つ
い

て
の
相
談
は
コ
ロ
ナ
前
か
ら
増
え
つ
つ
あ
っ

た
。そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
い
う
文
脈
を

加
え
、よ
り
複
雑
性
を
増
し
た
喫
緊
の
経
営

課
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
今
で
あ

る
。今
回
は
、こ
れ
か
ら
の
地
域
統
括
会
社
の

在
り
方
に
つ
い
て
の
重
要
論
点
を
提
示
し
て

い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
議
論
が
な
さ
れ
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
編

　
コ
ロ
ナ
禍
初
期
に
活
発
化
し
た
議
論
の一つ

が
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
見
直
し
だ
。国
や
地

域
を
跨
ぐ
人
の
移
動
、そ
し
て
商
品・原
材
料

の
や
り
取
り
が
難
し
く
な
っ
た
中
、サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
ロ
ー
カ
ル
内
で
の
完
結
や
調
達
先
の

地
域
多
元
化
を
進
め
る
べ
き
と
い
う
議
論
が

為
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
言
え
ば
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ

（
地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携
協
定
）と
い
う

新
た
な
要
素
も
加
わ
り
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
検

討
の
難
易
度
は
さ
ら
に
増
し
て
い
る
。

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
在
り
方
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
統
括
会
社
が
ど
の
よ
う
な
調
達
・

物
流
機
能
を
持
つ
か
に
特
に
影
響
す
る
。

　
例
え
ば
、仮
に
調
達
先
多
元
化
を
進
め
る
の

で
あ
れ
ば
、各
国
毎
に
自
律
的
な
調
達
機
能
を

分
散
さ
せ
、地
域
統
括
会
社
と
し
て
は
調
達
全

体
を
管
理
す
る
機
能
に
留
め
る
の
が
良
い
か
も

し
れ
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、物
流
な
ど
も
含
め
多
面
的
に
検

討
す
べ
き
た
め一概
に
は
言
え
な
い
が
、地
域
統

括
会
社
の
論
点
で
は
少
な
く
と
も
今
後
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

Ｅ
コ
マ
ー
ス
の
進
展
・
多
様
化
に
よ
る

地
域
統
括
拠
点
の
機
能
の
変
化

　
コ
ロ
ナ
禍
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
E
コマ
ー
ス
は
進

化
を
遂
げ
た
。一
般
的
な
Ｂ
２
C
の
E
コマ
ー
ス

に
限
ら
ず
、Ｂ
２
B
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
や
食
品
デ
リ
バ
リ
ー
、日
用
品
の
宅
配

な
ど
多
様
性
を
見
せ
て
い
る
こ
と
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
特
徴
だ
。

　
営
業・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、E
コ
マ
ー

ス
と
実
店
舗
で
は
根
本
的
に
異
な
る
組
織・機

能
が
求
め
ら
れ
る
。ゆ
え
に
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の

中
で
E
コ
マ
ー
ス
の
割
合
が
高
ま
れ
ば
、営
業・

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
お
け
る
地
域
統
括
会
社
の
在
り
方
と
は

Roland BergerASEAN経営戦略
新たな視点で時代の動きを読み取る

東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）における様々な業界の旬なトピック
を、ドイツ発のコンサルティング会社ローランド・ベルガーが経営戦略
的な観点から解説する。今回は、ニューノーマル（新常態）における地
域統括会社の在り方について。

Vol.11

一橋大学卒業後、米国系コンサルティングファー
ム等を経て、現在は欧州最大の戦略系コンサル
ティングファームであるローランド・ベルガーの
ASEANリージョンに在籍（バンコク在住）。
ASEAN全域で、消費財、小売・流通、自動車、商
社、PEファンド等を中心に、グローバル戦略、ポー
トフォリオ戦略、M＆A、デジタライゼーション、企業
再生等、幅広いテーマでの支援に従事している。

下村 健一
Roland Berger
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所
在
に
、そ
こ
に
属
す
る
人
材
を
集
約
さ
せ
る

必
要
は
な
く
な
る
の
だ
。　

　
品
質
管
理
の
統
括
は
製
造
拠
点
の
あ
る
タ

イ
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
統
括
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
、オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
前
提
に

す
れ
ば
今
ま
で
以
上
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
統
括

機
能
人
材
の
配
置
が
可
能
と
な
る
。

　
極
端
な
ケ
ー
ス
を
言
え
ば
、バ
ー
チ
ャ
ル
組
織

と
し
て
の
地
域
統
括
会
社
も
あ
り
得
る
か
も

し
れ
な
い
。組
織
図
上
、地
域
統
括
機
能
は
あ

り
所
属
人
材
も
存
在
す
る
。だ
が
、地
域
統
括

会
社
と
し
て
物
理
的
な
存
在
は
な
く
、人
材
だ

け
が
域
内
で
最
適
な
場
所
に
配
置
さ
れ
る
よ

う
な
形
態
だ
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
／

リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
と
し
て

　
最
後
に
地
域
統
括
会
社
が
持
つ
べ
き
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
／
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
と
し
て
の
役

割
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。こ
れ
は
コ
ロ
ナ
前
か
ら

議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
あ
る
。

　
例
え
ば
、有
望
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
多
く

誕
生
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
革
新
的
な
事

業
を
生
み
出
す
こ
と
へ
の
期
待
は
大
き
い
。柵

だ
ら
け
の
日
本
本
社
内
で
新
規
事
業
を
生
み

出
す
こ
と
の
難
易
度
を
考
え
る
と
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
で
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
ほ
う
が
ハ
ー
ド

ル
が
低
い
と
考
え
る
日
系
企
業
は
多
い
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
地
域
統
括
会
社
を
域
内
事

業
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、全
社
単
位
で
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョンハ
ブ
／
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
と
し
て
の
在

り
方
を
期
待
す
る
傾
向
は
強
ま
って
い
る
。

　
以
上
は
、新
た
な
地
域
的
統
括
会
社
の
在

り
方
と
い
う
観
点
で
挙
げ
た
論
点
で
あ
る
。も

ち
ろ
ん
、税
制
や
地
政
学
リ
ス
ク
等
、従
来
か
ら

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
素
を
無
視
し

て
良
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
だ
が
、ア
ジ
ア
が
よ
り
重
要
な
市
場
に
な
る

今
後（
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
関
係
な
く
）、

形
式
的
な
地
域
統
括
会
社
で
は
な
く
、ア
ジ

ア
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
真
に
ブ
ー
ス
ト
さ
せ
る
地

域
統
括
会
社
を
目
指
す
べ
き
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
持
ち
方
も
変
わ
って
く
る
。

　
単
純
化
し
て
言
え
ば
、実
店
舗
で
は
ロ
ー
カ

ル
に
密
着
し
た
営
業
機
能
が
求
め
ら
れ
る
一

方
、E
コ
マ
ー
ス
で
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
域
を
見

据
え
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
よ
り
重

要
と
な
る
。実
働
の
営
業
部
隊
と
E
コ
マ
ー
ス

で
は
販
管
費
構
造
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、

コ
ス
ト
面
を
捉
え
た
検
討
も
必
要
だ
。さ
ら

に
は
細
分
化
さ
れ
た
E
コ
マ
ー
ス
も
含
め
、リ

テ
ー
ル
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
定
め
て
い
く
こ
と

は
、ま
さ
に
地
域
統
括
拠
点
に
求
め
ら
れ
る

機
能
だ
ろ
う
。

　
前
述
の
通
り
E
コ
マ
ー
ス
は
も
は
や
Ｂ
２
Ｃ

商
材
に
限
ら
な
い
。Ｂ
２
Ｂ
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
こ

れ
ら
の
点
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

一
般
化
に
伴
う
論
点

　
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
結
果
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
必
要
最
低
限

の
議
論
や
意
思
決
定
が
で
き
る
こ
と
を
多
く

の
企
業
が
実
感
し
た
。こ
の
こ
と
は
、地
域
統

括
会
社
に
お
け
る
人
材
の
物
理
的
配
置
に
影

響
を
及
ぼ
す
。物
理
的
な
地
域
統
括
会
社
の
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中
小
企
業
社
長
兼
経
営
コ
ン
サ
ル
に
よ
る

経
営
論

Ｑ
：
タ
イ
経
済
の
現
在
そ
し
て
今
後
の

見
通
し
が
で
き
る
情
報
な
ど
何
か
な
い

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
２
０
２
１
年
が
明
け
た
今
、一
部
報
道
で
は

2
月
か
ら
タ
イ
国
内
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始

ま
る
よ
う
で
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
は
収
束
す
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。で
は
識

者
は
現
在
の
タ
イ
経
済
の
状
況
、そ
し
て
今
後
の

動
向
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
か
ら
分
か
る

こ
と
を
4
つ
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
タ
イ
の
20
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
見
通
し

は
前
年
比
６・５
％
減
で
あ
り
、ベ
ト
ナ
ム（
２・

０
％
増
）、ミ
ャ
ンマ
ー（
１・７
％
増
）、ラ
オ
ス（
０・

６
％
減
）、カ
ン
ボ
ジ
ア（
２・０
減
）と
いっ
た
近
隣

諸
国
と
比
し
て
も
大
き
い
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
タ
イ
経
済
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
な
っ
た
原

因
と
し
て
は
、国
内
政
策
の
不
確
実
性
及
び
観

光
産
業
に
依
存
す
る
産
業
構
造
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す（
※
１
）。

　
再
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
や
、有
効
な
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
遅
延
し

な
い
限
り
、22
年
内
に
は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
ま

で
経
済
が
回
復
す
る
見
込
み
と
さ
れ
て
い
ま

す（
※
２
）。

　
タ
イ
か
ら
の
輸
出
は
ア
メ
リ
カ・中
国・Ｅ
Ｕ・日

本
に
対
し
て
特
に
活
発
で
あ
り
、こ
れ
ら
の
市
場

の
回
復
に
つ
れ
て
輸
出
も
立
ち
直
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
20
年
の
輸
出
は
８
％
減
と
な
っ
た
一
方
、21

年
は
４
％
〜
５
％
増
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

結
果
と
し
て
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
戻
る
の
は
22
年

で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す（
※
２
）。

　
カ
シ
コ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
算
出
し
て
い

る
、生
活
を
維
持
す
る
こ
と
に
対
す
る

消
費
者
の
自
信
の
度
合
を
示
す
経
済

情
勢
指
数
が
、20
年
11
月
の
段
階
で
コ

ロ
ナ
前（
20
年
1
月
）の
水
準
ま
で
回

復
し
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、20
年
11
月
の
段
階
で
の
向
こ

う
３
ヵ
月
の
同
指
数
見
込
み
も
20
年

11
月
の
値
よ
り
良
く
な
る
と
見
込
ま

れ
て
お
り
、将
来
に
つ
い
て
も
そ
う
悲

観
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、と
さ
れ
て

い
ま
す（
※
3
）。

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。タ
イ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
的
ダ
メ
ー

ジ
は
大
き
く
、コ
ロ
ナ
前
の
経
済
状
況

に
戻
る
た
め
に
は
22
年
ま
で
掛
か
る
、

と
い
う
決
し
て
楽
観
的
に
は
な
れ
な
い

状
況
で
あ
る
一
方
、タ
イ
の
消
費
者
は

そ
う
悲
観
的
で
も
な
さ
そ
う
と
い
う

の
が
何
と
も
大
ら
か
な
感
じ
が
し
ま

す
。我
々
も
少
し
こ
の
お
お
ら
か
さ
を

学
ぶ
べ
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
れ
で
は
ま
た
来
月
号
に
て
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。
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対
し
、Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
特
許

庁
間
で
特
許
業
務
の
分
担
を
す
る
制
度
で
あ

る
と
い
う
点
に
お
い
て
異
な
る
。

　
日
本
と
タ
イ
の
間
に
は
Ｐ
Ｐ
Ｈ
が
開
通
し
て

い
る
た
め
、あ
る
発
明
に
つ
い
て
日
本
で「
特
許

可
能
」と
の
判
断
を
得
ら
れ
た
場
合
、タ
イ
に

そ
の
審
査
結
果
を
流
用
し
て
審
査
を
早
め
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
た
だ
、審
査
結
果
を
そ
の
ま
ま
利
用
で

き
る
よ
う
に
日
本
と
タ
イ
で
特
許
出
願
の

「
特
許
請
求
の
範
囲
」の
記
載
を
揃
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
利
用
す
る
場
合
は
、比
較
的

審
査
能
力
の
高
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
ま
ず
出
願

し
て
お
き
、そ
の
審
査
結
果
を
利
用
す
る
場
合

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

タ
イ
に
お
い
て
も
特
許
の
早
期
権
利
化
へ
の
途

が
開
か
れ
て
い
る
。

② 

小
特
許
の
利
用

　
Ｐ
Ｐ
Ｈ
や
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

タ
イ
に
お
い
て
も
特
許
権
の
早
期
取
得
を
目
指

す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。し
か
し
そ
の
た
め
に

は一旦
他
国
で
特
許
出
願
を
し
、そ
の
国
で「
特

許
可
能
」と
の
審
査
結
果
を
得
て
か
ら
そ
の
審

査
結
果
を
流
用
す
る
、と
い
う
や
や
複
雑
な
手

続
を
採
る
こ
と
に
な
る
。

　
従
っ
て
、あ
る
発
明
に
つ
い
て
簡
易
な
手
続
で

の
保
護
を
目
指
し
た
い
場
合
は
、特
許
に
よ
る

保
護
を
諦
め
て「
小
特
許
」で
の
権
利
保
護
を

目
指
す
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。タ
イ
に
お
け

る
小
特
許
は
日
本
の
実
用
新
案
権
に
相
当
す

る
権
利
で
あ
り
、特
許
出
願
と
異
な
り
実
体
審

査
を
経
る
こ
と
な
く
登
録
に
な
る
。

　
日
本
の
実
用
新
案
権
は
、権
利
行
使
の
際
に

言
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
違
い
は
発
明
に
つ
い
て
早
期
の
権

利
化
を
目
指
す
場
合
に
問
題
と
な
る
。日
本

で
は
出
願
と
同
時
に
審
査
請
求
を
行
っ
て
権

利
化
を
目
指
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、タ
イ

に
お
い
て
は
出
願
と
同
時
に
審
査
請
求
を
行

う
こ
と
は
で
き
ず
、あ
く
ま
で
公
開
を
待
っ
て

審
査
請
求
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

ど
う
し
て
も
審
査
の
開
始
時
期
が
遅
く
な
っ

て
し
ま
う
。

　早
期
の
権
利
化
を
目
指
す
方
法

　① 

他
国
の
審
査
結
果
の
利
用

　
タ
イ
に
お
け
る
特
許
出
願
は
出
願
公
開
後

で
な
け
れ
ば
審
査
請
求
で
き
な
い
。加
え
て
タ

イ
の
特
許
庁
は
欧
米
や
日
本
の
特
許
庁
に
比
べ

未
だ
十
分
な
特
許
審
査
能
力
を
有
し
て
い
る

と
は
言
え
ず
、審
査
の
ス
ピ
ー
ド
も
遅
い
と
い
う

実
情
が
あ
る
。

　「
他
国
の
審
査
結
果
を
利
用
す
る
制
度
」を

利
用
し
な
い
限
り
、出
願
は
放
置
さ
れ
審
査
が

全
く
進
ま
な
い
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。そ
の

制
度
の
代
表
例
が
、Ｐ
Ｐ
Ｈ（
特
許
審
査
ハ
イ

ウ
ェ
イ
）や
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
特
許
審
査

協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
）で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、他
国
の
審
査
結
果
を

タ
イ
の
特
許
審
査
に
利
用
す
る
制
度
で
あ
る
。

Ｐ
Ｐ
Ｈ
は
二
国
間
の
取
り
決
め
に
基
づ
く
の
に

　当
職
担
当
の
回
で
は
タ
イ
の
知
的
財

産
権
法
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明

し
て
い
る
。今
回
は
12
月
号
に
続
き
タ
イ

の
特
許
制
度
の
う
ち
、特
に
出
願
後
の
審

査
請
求
を
経
て
権
利
化
に
至
る
ま
で
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

審
査
請
求

　
日
本
及
び
タ
イ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、特
許

は
出
願
し
た
だ
け
で
は
自
動
的
に
審
査
さ
れ

な
い
。出
願
の
後
、一定
期
間
内
に「
審
査
請
求
」

と
い
う
手
続
を
行
っ
て
初
め
て
、特
許
権
を
付

与
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
が
開
始
さ
れ
る
。

　
審
査
官
の
人
数
や
審
査
能
力
に
は
限
界
が

あ
る
た
め
、真
に
権
利
化
の
必
要
が
あ
る
出
願

の
み
を
審
査
さ
せ
る
こ
と
に
し
、特
許
庁
の
審

査
の
負
担
軽
減
を
図
って
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
審
査
請
求
手
続
は
、日
本
に
お
い
て
は

「
出
願
か
ら
」３
年
以
内
に
行
う
必
要
が
あ

る
。一
方
、タ
イ
に
お
い
て
は「
出
願
か
ら
」で
は

な
く「
公
開
か
ら
」５
年
以
内
に
審
査
請
求
手

続
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
特
許
出
願
後
い
つ
出
願
が「
公

開
」さ
れ
る
の
か
と
い
う
と
、実
は
タ
イ
で
は
特

許
出
願
の
公
開
時
期
が
法
定
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
の
特
許
法
で
は「
出
願
後
１
年
６
ヵ
月
後

に
公
開
さ
れ
る
」と
明
確
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、タ
イ
と
大
き
く
制
度
を
異
に
す
る
点
と

「
技
術
評
価
書
の
請
求
」と
い
う
事
後
的
な
実

質
審
査
を
経
る
必
要
が
あ
る
た
め
や
や
使
い
づ

ら
い
側
面
が
あ
る
が
、タ
イ
の
小
特
許
に
は
こ
の

よ
う
な
制
約
が
な
く
使
い
勝
手
の
良
い
権
利
と

な
って
い
る
。

　
ま
た
、日
本
の
実
用
新
案
権
は
保
護
対
象
が

「
物
」の
発
明（
考
案
）に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、

タ
イ
の
小
特
許
は「
物
」に
限
ら
ず「
方
法
」も

そ
の
保
護
対
象
と
し
て
い
る
点
を
特
徴
と
し
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
便
利
な
側
面
を
持
つ
小
特
許
で

あ
る
が
、存
続
期
間
が
出
願
か
ら
６
年
と
短
い

こ
と
が
や
や
ネ
ッ
ク
と
言
え
る（
特
許
権
の
存
続

期
間
は
、日・タ
イ
と
も
に
出
願
か
ら
20
年
）。

　
特
許
と
異
な
り
進
歩
性
は
要
求
さ
れ
な
い

が
、新
規
性
を
備
え
て
い
な
い
と
無
効
理
由
と

な
る
た
め
、出
願
前
に
新
規
性
の
調
査
は
行
って

お
く
必
要
が
あ
る
。

 

知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
タ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
法
務

インテリジェンス・リレー連載

タ
イ
の
特
許
制
度（
３
）

　
日
本
か
ら
赴
任
す
る
多
く
の
駐
在
員
は
タ
イ

で
発
生
す
る
個
人
所
得
税
に
つ
き
手
取
り
を
保

証
さ
れ
、税
金
は
会
社
が
負
担
す
る
と
い
う
方

法
を
取
る
企
業
が
多
い
で
す
。

　
タ
イ
の
所
得
税
法
で
は
個
人
所
得
税
を
会
社

が
負
担
す
る
場
合
、負
担
し
た
税
金
も
さ
ら
に

所
得
に
加
え
る
ル
ー
ル
で
す
。

　
今
回
は
自
己
負
担（
天
引
き
）と
会
社
負

担
で
は
ど
の
程
度
の
差
が
出
る
の
か
を
解
説

し
ま
す
。

　
タ
イ
と
日
本
か
ら
給
与
を
得
て
い
る
場
合
、合

計
の
所
得
額
か
ら
控
除
計
算
を
行
い
課
税
所
得

を
算
出
後
、タ
イ
の
累
進
課
税
に
則
っ
て
課
税
計

算
を
し
ま
す
。図
表
１
の
ケ
ー
ス
で
は
税
金
を
本

人
が
負
担
し
た
場
合
の
金
額
は
７１
万
９
３
０
０

バ
ー
ツ
と
な
り
ま
す
。

　
個
人
所
得
税
分
を
会
社
が
負
担
す
る
場
合

は
、税
金
に
税
金
が
加
算
さ
れ
る
タ
ッ
ク
ス
オ
ン

タ
ッ
ク
ス
の
計
算
を
行
い
ま
す
。タ
ッ
ク
ス
オ
ン
タ

ッ
ク
ス
と
は
、自
己
負
担
し
た
場
合
の
税
金
に
税

率
30
％
を
掛
け
、さ
ら
に
発
生
す
る
税
金
に
30

％
を
掛
け
る
計
算
を
最
後
の
数
字
が
ゼ
ロ
に
な

る
ま
で
行
い
ま
す
。

　
自
己
負
担
の
場
合
の
税
額
に
タ
ッ
ク
ス
オ
ン
タ

ッ
ク
ス
の
計
算
を
行
う
と
、最
終
的
な
納
税
額
は

聞
き
た
く
て
も
聞
け
な
か
っ
た
、タ
イ
の
税
金
事
情

個
人
所
得
税
会
社
負
担
時
の
増
加
税
額

www . j g a . a s i a

言葉、文化を超えてグローバル日系企業が
本業に専念できる環境を提供します。

業務内容
 記帳代行／月次決算、財務諸表作成／税務相談、コンサルティング
各種税務申告書作成／給与、社会保険業務
スポット業務（還付請求、デューデリジェンス、Ｍ＆Ａ他）

Thai Office
10/183 (2402) 24Floor, The trendy Building, 
Sukhumvit Soi 13   TEL: 02-168-6225
Japan Office
＜はらしま会計事務所＞　2006年7月設立。日本国内の税務業務
及び各種コンサルティングの他、タイ進出企業の日本本社向けに総
合コンサルティングサービスを提供。
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大学卒業後、証券化に特化した会計事務所
勤務を経て2009年来タイ。大手日系会計事
務所で５年間勤務し、日系金融機関ほか多く
の日系企業の会計・税務・監査業務に従事
する。13年12月、J Glocal Accounting 
Co.,Ltd.を設立、タイと日本の会計・税務の専
門家として日系企業へのサポートを行う。

J Glocal Accounting Co., Ltd.
Managing Director

坂田 竜一

１
０
２
万
７
５
７
１
バ
ー
ツ
に
な
り
ま
す
。

　
会
社
が
個
人
所
得
税
分
を
負
担
す
る
こ
と
で
追

加
発
生
す
る
税
金
は
高
額
に
な
り
企
業
経
営
の
重

荷
と
も
な
る
た
め
、こ
れ
ら
の
諸
費
用
も
事
業
運
営

で
発
生
す
る
コ
ス
ト
と
認
識
し
て
現
地
法
人
の
運
営

を
行
って
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

自己負担 自己負担
の場合

所
得

控
除

タイ給与 
タイ住宅手当 
日本給与 
日本賞与 
会社負担分追加課税額 
所得合計 

840,000
600,000
1,500,000
500,000

840,000
600,000
1,500,000
500,000

課税所得 3,181,000 4,208,571

タイの税率（図表２）を基にした課税額 719,300 1,027,571

費用控除・本人控除・社会保険控除・
配偶者控除・扶養控除など 259,000

－
3,440,000

1,027,571
4,467,571

図表１

会社負担
0%
5%
10%
15%
20%
25%
30%
35%

 150,000以下 
 150,000超～300,000 
 300,000超～500,000 
 500,000超～750,000 
 750,000超～1,000,000 
 1,000,000超～2,000,000 
 2,000,000超～5,000,000 

 5,000,000超 

－
 7,500
 20,000
 37,500
 50,000
 250,000
900,000

図表２

 税率  課税対象額 最大課税額

308,271の増額

タイの税率と課税額自己負担と会社負担の課税額差異
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２
０
２
０
年
の
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
は
３
％
に
迫
る
成
長

率
と
な
っ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
10
年
ぶ

り
の
低
成
長
だ
っ
た
が
、世
界
各
国・地
域
の
多
く
が
マ

イ
ナ
ス
成
長
に
沈
む
中
で
、「
数
少
な
い
プ
ラ
ス
成
長
国

の一つ
」（
グ
エ
ン・ス
ア
ン・フ
ッ
ク
首
相
）と
な
り
、ベ
ト
ナ
ム

経
済
の
底
堅
さ
が
際
立
つ
形
と
な
っ
た
。21
年
は
６・

５
％
成
長
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、新
型
コ
ロ
ナ
に
伴

う
景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
を
警
戒
し
つつ
、成
長
の
加
速

を
目
指
す
。

一
時
は
０・３
９
％
ま
で
急
減
速

　
新
型
コ
ロ
ナ
が
ベ
ト
ナ
ム
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
の
は

20
年
１
月
下
旬
。ベ
ト
ナ
ム
の
初
動
は
早
く
、早
期
に
新

型
コ
ロ
ナ
の
震
源
地
と
な
っ
た
中
国
か
ら
の
入
国
受
け

入
れ
を
停
止
し
た
ほ
か
、矢
継
ぎ
早
に
水
際
措
置
を
強

化
し
た
。

　
３
月
に
は
外
国
人
の
入
国
を
原
則
停
止
し
、国
際
線

フ
ラ
イ
ト
も
休
止
さ
せ
た
。４
月
に
は
、全
国
規
模
で
不

要
不
急
の
外
出
禁
止
を
含
め
た
厳
重
な
感
染
防
止
策

を
展
開
。感
染
防
止
策
を
守
ら
な
い
市
民
に
は
罰
金
を

科
し
た
。

　
厳
重
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
４
月
の
３
週
間
に
は
日

系
企
業
な
ど
が
工
場
を
休
止
さ
せ
た
り
、飲
食
店
、娯

楽
施
設
な
ど
が
休
業
に
な
っ
た
り
し
、街
か
ら
人
影
が

な
く
な
る
時
期
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
厳
格
な
対
応
は
感
染
の
拡
大
を
防
い
だ

が
、経
済
活
動
に
は
大
き
な
打
撃
と
な
り
、４
月
〜
６

月
期
の
成
長
率
が
０・３
９
％
に
減
速
し
た
。前
年
の
10

月
〜
12
月
期
は
７
％
に
迫
る
高
い
成
長
率
だ
っ
た
が
、そ

れ
か
ら
半
年
で
急
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
格
好
だ
。

公
共
工
事
の
執
行
加
速

　
た
だ
、全
国
規
模
で
厳
重
な
措
置
が
取
ら
れ
た
の
は

４
月
の
３
週
間
の
み
。ベ
ト
ナ
ム
政
府
は「
感
染
拡
大
の

抑
止
」と「
経
済
再
生
」と
い
う
二
律
背
反
に
な
り
か
ね

な
い
課
題
に
挑
み
、感
染
を
局
所
に
封
じ
込
め
つつ
、経

済
の
持
ち
直
し
を
目
指
し
た
。

　
10
月
〜
12
月
期
に
４・４
８
％
ま
で
回
復
し
た
要
因

の一つ
は
、公
共
投
資
の
加
速
と
言
え
る
。フ
ッ
ク
首
相
は

政
府
の
会
議
な
ど
で
、た
び
た
び「
公
共
投
資
の
執
行

を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」と
訴
え
た
。

　
こ
の
結
果
、公
共
事
業
を
含
め
た
資
本
形
成（
設
備

投
資
）は
年
間
で
４・１
２
％
伸
び
た
。モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

の
輸
出
も
米
国
向
け
を
中
心
に
４・９
７
％
拡
大
し
た
。

個
人
消
費
も
底
堅
さ
を
維
持
し
、１・０
６
％
増
え
た
。

　
経
済
の
持
ち
直
し
を
一
定
程
度
実
現
し
た
ベ
ト
ナ
ム

だ
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
依
然
、さ
ま
ざ
ま
な
業

界
な
ど
へ
根
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
政
府
主
導
に
よ
る
公
共
投
資
は
順
調
に
伸
び
た
も

の
の
、株
式
取
得
な
ど
を
含
め
た
外
国
企
業
に
よ
る
直

接
投
資
は
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。20
年
の
外
国
直
接

投
資
額
は
前
年
の
４
分
の
３
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
国
際
線
フ
ラ
イ
ト
の
運
休
が
続
く
影
響
で
、20
年
に
ベ

ト
ナ
ム
を
訪
れ
た
外
国
人
は
約
４
分
の
１
に
減
少
し
た
。

宿
泊・飲
食
サ
ー
ビ
ス
の
売
上
高
は
13
％
落
ち
込
み
、旅

行
サ
ー
ビ
ス
は
59・５
％
の
大
幅
減
と
なっ
た
。

　
世
界
各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
種
が
見

つ
か
る
な
ど
複
雑
な
流
行
が
続
い
て
お
り
、当
面
は
外

国
人
観
光
客
を
期
待
で
き
ず
、21
年
も
綱
渡
り
の
状

況
を
強
い
ら
れ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
世
界
経
済
が
一
段
と
冷
え

込
め
ば
、ベ
ト
ナ
ム
の
輸
出
に
も
影
響
が
生
じ
、国
内
の

生
産
活
動
に
も
余
波
が
及
び
か
ね
な
い
。

　
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
は
１
月
25
日
か
ら
５
年
に
１
度
の

党
大
会
を
開
き
、次
期
指
導
部
を
選
出
す
る
。現
在
は

党
大
会
を
目
前
に
控
え
、次
期
体
制
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
観
測
が
飛
び
交
う
。

　
ど
の
よ
う
な
体
制
に
な
ろ
う
と
も
、次
期
指
導
部
は

世
界
的
に
不
透
明
感
が
払
拭
で
き
な
い
情
勢
下
で
、前

途
多
難
な
船
出
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

１カ月間の、
無料トライアル受付中！

時事速報バンコク版 月額3500B（税込）

タイ国時事通信社　JIJI PRESS (THAILAND) CO., LTD.

お申込みは、“バンコク時事”で検索！（画面左上、無料トライアルフォームをご入力ください）
お問合せは、 ❶E-mail：Bangkok@thaijiji.com  ❷Tel：02ー236ー6628

1 2会員サイトで１９９９年以降のタイニュースも！
日本・アジアの記事も検索！

最新ニュースを
毎日２回お届け！

コンテンツを
一部紹介！
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【
ベ
ト
ナ
ム
】３
％
迫
る
プ
ラ
ス
成
長
で
底
堅
さ
＝

投
資
、世
界
経
済
の
先
行
き
な
ど
に
は
不
安
も（
ハ
ノ
イ
支
局
　
北
川 

勝
弘
）

時
事
通
信 

特
派
員
リ
ポ
ー
ト

※

こ
の
記
事
は
時
事
通
信
社
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す（
２
０
２
１
年
1
月
14
日
）

オフショアモデルに関する税務上の留意点

　１月号で触れた商行為に関する問題を解決したとしても、
税務上のリスクの検討も十分に行う必要がある。
　例えばカンボジアの場合、海外からサービス提供者への
支払いに対する法人税の源泉徴収課税は、14％という高
額の税率が設定されている。サービス受領者側で総サービ
ス費用の14％分を控除した上で、サービス提供者に報酬を
支払うことになる。
　この源泉徴収課税制度を十分に考慮せず契約やサー
ビス提供が進んでしまうケースが頻発しており、オフショアか
らのサービス提供者と受領者との間で源泉徴収税の負担
を巡って紛争化するケースがある。
　ラオスでは、国内でのサービス受領者は３%（みなし利益
率15%）の源泉徴収課税を納付する必要がある。カンボジ
アと比較すると税額は低廉ではあるが、オフショアからサー
ビスを提供する場合はこのような源泉徴収税に関する税務
リスクについて十分に検討・留意した上で、予めその処理
方法や負担について契約書で明示することが推奨される。

オンショアモデルでのインフラプロジェクトの留意点

　これらオフショアからサービスを提供する場合のリスクを
踏まえると、コンプライアンス上の観点から現地に拠点を持
つオンショアでサービス提供を行うという判断をする企業も
多い。
　オンショアの場合、プロジェクト実施国内において様々な
規制を受けることになる。例えば、建設事業や物流事業等
では外国企業の出資持分の上限や最低資本金額が設定
されている場合が多く、十分な調査と検討が必要となる。

海外インフラプロジェクトの法的留意点－アジア新興国編－（３）

　具体的にはラオスにおいて建設業を行う場合には当局
の許可が必要となっており、他方カンボジアでは外資規制
や資本金規制等は存在しない。ただ、建設事業者の許認
可取得の際に、カンボジア国内のエンジニア資格を有する
専門家の雇用や建設設備の一定以上の配備などが求め
られている。他にも、外国企業の参入や事業展開を妨げる
所々の規制や運用が存在しており、留意が必要である。

ビザ、就労規制

　日本からインフラプロジェクト実施国に対して、現地に拠
点を持たないオフショアモデルでサービスを提供する際、外
国人専門家を派遣するためにどのような要件を満たす必
要があるかが問題となる。
　例えばカンボジアにおいては、現地に支店や現地法人等
がないとワークパーミット（労働許可証）が取得できない仕
組みとなっており、オフショアからのサービス提供となると不
法就労リスクが生じる仕組みとなっている。運用上、当局の
調査や取締が厳格ではないとはいえ、現地のパートナーや
サブコントラクター等との関係が悪化した際に、不法就労リ
スクが顕在化するようなケースもある。
　対応策として、現地パートナー企業に出向する形式を取
り、現地パートナー企業からワークパーミットの発行を受ける
等で対応しているケースが散見される。
　他方、タイやラオスにおいては一時出張者向けの例外措
置があり、そのような制度を活用して外国人専門家を一時
的に派遣するようなアレンジも一案である。ただ、ラオスでは
実務的にはほとんど利用されていない。

ASIAビジネス法務 最新アップデートASIAビジネス法務 最新アップデート

藪本 雄登
One Asia Lawyersの前身となるJBL Mekongグループを2011年に設
立、メコン地域流域諸国を統括。カンボジア、ラオス、タイ、ミャンマー、
ベトナムで延べ10年間に亘る駐在・実務経験を有し、各国の現地弁護
士と協働して各種法律調査や進出日系企業に対する各種法的なサ
ポートを行う。インフラプロジェクトについては、タイ、カンボジア、ミャ
ンマーにおける道路敷設や鉄道、上下水道、高速道路のメンテナンス
などの開発プロジェクト、ラオスでの電力開発案件等も支援。
E-mail：yuto.yabumoto@oneasia.legal

One Asia Lawyers 
One Asia Lawyersは、アジア全域にオフィスを有しており、日本企業向けにア
ジア太平洋地域でのシームレスな法務アドバイザリー業務を行っております。
2019年４月１日より南アジアプラクティス、2020年11月よりオーストラリア、ニ
ュージーランドプラクティスを本格的に開始。
【One Asia Lawyersグループ タイオフィス】
Unit2301, 23rd Floor, Interchange 21 Building, North-Klongtoey, Wattana, 
Bangkok, Thailand 
Tel：+66-61-780-1515

前回は各国で異なる「商行為」の規定に関して紹介した。今回は税務上のリスクや外資規制について解説する。
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予算問題
　「普通にやったら利益は出ない。ライフ
サイエンス周りで手痛い思いをした会社
は少なくないはずだ」と水戸工業（東京
都千代田区）の成田隆造専務は苦笑い
する。同社は自動車産業などで鍛えられ
た技術商社だ。独フエストと組んでLAを
提案している。分析機器を輸入販売する
だけでなく、実験システムの構築を請け
負う。
　SIerがLAで苦労するのは、大学など
研究機関の予算制度と専用装置との接
続性、学生を中心とする安価な人件費が
背景にある。第一に大学の研究室では
学生への人件費は基本的に発生しな
い。人手でできる作業にお金を払ってまで
自動化するモチベーションが起きにくい。
　次に国立大学や研究機関は年度予
算で運営されている。複雑な自動化シ
ステムは設計や構築、運用まで１年以
上かかることがある。研究室にロボット
技術者がおらず、メーカーがバグ取りや
技術サポートを継続的にフォローする必
要がある。
　しかし単年度会計ではサポート代を捻

出しにくい。結果、装置の値段にサポート
代が計上されて価格に反映されている。
一品モノで開発された装置も、論文を書
き終えたらスクラップ同然になることが少
なくない。

単体で完結
　分析装置や実験機器など、専用機
メーカーの技術は洗練されている。ロボッ
トＳＩｅｒが気軽に参入できるほど甘くない。
専用機は人間が使うことを想定しており、
周辺機器との接続を前提としていない。
インテグレーションしたくても難しい状況に
ある。成田専務は「スイッチ一つで完結
する装置にしないと研究者も使いこなせ
ない」と指摘する。周辺機器とのインテグ
レーションよりも、単体で完結する自動化
装置を提案している。
　コスモテック（埼玉県入間市）の大橋
翔社長は「LA予算は大きくても1,000万
円。下は30万円から」と明かす。FA（工
場の自動化）よりも小さな予算でも利益を
出せるのはアクチュエーターを自作して
いるからだ。社内で駆動機構とプログラ
ムを制作して調達コストを抑えている。

自立運用促す
　ニーズが多いのは分注機だ。すでに自
動分注機は市販されているが、ピペット
の先をガラス製のチップに代えたり、専用
の容器に分注したりと細かな改造に市販
品が応えられないためだ。
　メーカーが汎用的なシステムを目指し
ても、研究者のやりたいことはもっと多様
なため市販品だと用途が限定的になっ
てしまっていた。そのための拡張性も担
保されていない。研究者は自身でシステ
ムを拡張するほどの力や時間がない。
　大橋社長は「研究者が市販の直動機
器を買って組めば解決する問題は多い。
ただ精度出しやバグ取りに時間を割く余
裕がない」と指摘する。若い研究者も時
間を買うために同社に相談している。
　そこでコスモテックでは、自動化の流れ
やこつを研究者に教えることから始める。
自動化すべき作業の抽出法や自動化後
の運用まで教えて、早期に自立運用でき
るように促している。現状は丸ごとサポート
している。この負荷を減らす工夫が重要
になる。

ロボットシステムインテグレーター（SIer）が、実験を自動化するラボオ
ートメーション（LA、研究自動化）に挑戦している。自動車や電機の次
は三品産業（食品、医薬品、化粧品）へのロボット導入が進んだ。この
次にラボがある。研究開発で高品質で体系的なデータが求められる
ようになったためだ。職人技に頼らない安定した研究環境の構築が
急がれる。だが実験作業の自動化は一品モノの装置開発に近い。理
化学機器など専用装置メーカーは強い。どこに商機があるのか。

※記事提供：日刊工業新聞（2021年１月13日）

研究自動化 ビジネスになるか
SIer、商機探る

“人手不足倒産”を回避

ヒト・カネ・モノに課題

オフィス内装デザイン/施工、家具の納入はもちろん、中小規模の工場や
オフィス棟の建築、工場設備内装、受電設備工事等も行っております。
経験豊かな日本人プロフェッショナルがご提案から施工進捗管理、
お引き渡しの後のアフターケアまでサポート致します。

GDM アジア
詳しくは弊社Webをご覧ください

 オフィス内装/オフィス家具
AdAsia (Thailand) Limited 様
GMOクラウド株式会社 様
IKA® Works (Asia) Sdn Bhd 様
JXTGエネルギー株式会社 様
NECプラットフォームズ株式会社 様
ProMission Co., Ltd. 様
アイシン精機株式会社 様
赤城乳業株式会社 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
王子製鉄株式会社 様
株式会社BPO Bangkok 様
株式会社UACJ 様
株式会社ウエストエネルギーソリューション 様
株式会社宇徳 様
株式会社エフティコミュニケーションズ 様
株式会社湖池屋 様
株式会社小松製作所 様
株式会社戸上電機製作所 様
株式会社ビジネスブレイン太田昭和 様
株式会社日立ソリューションズ 様
京セラ株式会社 様
群馬銀行 様
コナミホールディングス株式会社 様
三建産業株式会社 様
三光機工株式会社 様
シライ電子工業株式会社 様
住友商事マシネックス株式会社 様
千代田電資株式会社 様
帝人株式会社 様
日揮株式会社 様
日本バルカー工業株式会社 様
古河電気工業株式会社 様
三菱マテリアル株式会社 様
ユニ・チャーム株式会社 様

 工場建築 / 設備内装
アムテック株式会社 様
宇部興産株式会社 様
株式会社アイセロ 様
株式会社エクセディー 様
株式会社エム・ビー・シー 様
トーヨーエイテック株式会社 様
トヨタ車体精工株式会社 様
パナソニック デバイスSUNX株式会社 様
福島工業株式会社 様
ムトー精工株式会社 様

 展示会 / イベント
CKD株式会社 様
JXTGエネルギー株式会社 様
因幡電工株式会社 様
株式会社IHI 様
株式会社不二越 様
株式会社明電舎 様
ジェトロ 様
タイ国政府コンベンション・アンド・
エキシビション・ビューロー(TCEB) 様
東洋紡株式会社 様
富士フイルム株式会社 様
ヤンマーホールディングス株式会社 様
その他多数

日
本
人
な
ら
で
は
の
気
遣
い
と

気
づ
き
を
形
に

GDM(Thailand)Co.,Ltd.

57 Park Ventures Ecoplex 12th Floor

オフィス内装・
工場内装なら

担当:山本 088-572-4998 seiji@gdm-asia.com

内
装
　
家
具
　
展
示
会
　
デ
ザ
イ
ン

100
以上の
案件実績
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６
年
で
日
本
か
ら
の
輸
出
が
10
倍
超
！
成
長
が
止
ま
ら
な
い
中
国
市
場

深い分析に基づいた“情報の本質”をお届けする

J a p a n  B u s i n e s s  P r e s s

b y

コ
ロ
ナ
下
の
中
国
で
高
級
化
粧
品
爆
売
れ
！

そ
の
納
得
の
理
由

　かつて中国人の「爆買い」の主役とされた化粧品ですが、新型コロナウ
イルスで訪日客が激減したあおりを受け、２０２０年の国内市場は大幅な縮
小が見込まれています。
　しかし、輸出に目を向けると活況は続いています。中国向け輸出額は19
年までの６年間で10倍超と大幅な拡大を遂げましたが、20年も前年実績
を上回ることが確実で、化粧品は今や日本にとって極めて重要な貿易商品
となっています。
　その中国市場では現在メーキャップ商品の成長が大きく期待されていま
す。また、新型コロナウイルスの影響から、高級化粧品の売行きが高まると
いった動きが見られます。
　今回はこうした近年における日本の化粧品の輸出動向と、中国国内の
化粧品消費動向について紹介したいと思います。（JBpress）

2021年１月4日掲載

15
年
以
降
か
ら
貿
易
黒
字
が
拡
大

　
ま
ず
、日
本
の
化
粧
品
の
貿
易
統
計
に
つ

い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。図
表
１
の
グ
ラ
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を
ご
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さ
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務
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貿
易
統
計
か
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引
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し
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デ
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に
よ
る
と
、日
本
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化

粧
品
貿
易
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14
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輸
入
額
と
輸
出

額
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ほ
ぼ
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す
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態
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あ
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ま
し
た

が
、15
年
に
輸
出
額
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約
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7
1
億
円
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上
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っ
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大
幅
な
黒
字
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出
し
て
か
ら
、黒

字
幅
が
現
在
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拡
大
し
続
け
て
い
ま
す
。
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５
９
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２
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４
５
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円
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な
り
、差
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引
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黒
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３
８
３
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に
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ま
す
。

　
輸
出
額
の
成
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率
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着
目
す
る
と
、14
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か
ら
18
年
に
か
け
て
は
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桁
の
急
成
長

が
続
き
ま
し
た
。18
年
に
至
っ
て
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年

比
40・8
％
増
と
い
う
目
覚
ま
し
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成
長

ぶ
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
19
年
に
成
長
率
は
一
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化
し
た
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の

の
、そ
れ
で
も
同
９・５
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増
と
い
う
高
い
成

長
率
を
維
持
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ま
し
た
。20
年
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１
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〜

10
月
の
輸
出
額
が
５
５
４
７
億
円
と
な
っ
て

お
り
、通
年
で
19
年（
５
９
７
９
億
円
）の
水

準
を
上
回
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
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と
言
え
る

で
し
ょ
う（
図
表
2
）。

輸
出
先
は
中
国
が
4
割
超
と
圧
倒
的

　
続
い
て
輸
出
額
の
国・地
域
別
シ
ェ
ア
を

見
て
い
く
と
、19
年
実
績
で
は
中
国
が
42・

６
％
と
、2
位
の
香
港（
22・４
％
）の
２
倍
の

シ
ェ
ア
で
首
位
に
君
臨
し
て
い
ま
す
。３
位

以
下
の
シ
ェア
は
す
べ
て
10
％
以
下
で
あ
り
、

輸
出
先
と
し
て
は
中
国
と
香
港
が
際
立
っ

て
い
ま
す（
図
表
３
）。

　
そ
の
最
大
の
輸
出
先
で
あ
る
中
国
向
け

輸
出
額
に
着
目
し
て
み
る
と
、13
年
は
わ
ず

か
２
１
２
億
円
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

４・７
兆
円
）で
、す
で
に
米
国
に
次
ぐ
世
界

第
２
位
の
消
費
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。19

年
実
績
は
15
年（
２
０
４
９
億
元
）比
で
約

１・５
倍
と
な
っ
て
お
り
、高
成
長
が
今
も
続

い
て
い
ま
す（
図
表
５
）。

　
直
近
に
お
け
る
消
費
も
、相
変
わ
ら
ず

活
発
で
す
。中
国
国
家
統
計
局
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、20
年
11
月
に
お
け
る
化
粧
品
類
の

消
費
額
は
前
年
同
月
比
24
・８
％
増
と
な

り
、通
信
機
材
類（
同
43・６
％
増
）、金
銀

宝
石
類（
同
32・３
％
増
）に
次
ぐ
高
い
成
長

率
を
示
し
ま
し
た
。

メ
ー
キ
ャ
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プ
用
品
が
成
長
株
に

　
19
年
に
お
け
る
中
国
の
化
粧
品
品
目
別

の
消
費
シ
ェ
ア
を
見
る
と
、従
来
通
り
ス
キ
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ケ
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用
品
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割
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が
高
く
、51・２
％
と
過

半
数
超
を
占
め
て
い
ま
す（
図
表
６
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だ

市
場
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は
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ー
キ
ャ
ッ
プ
用
品（
11・６
％
）

が
、今
後
の
成
長
株
と
し
て
現
在
注
目
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
国
に
お
け
る
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
用
品
の
消

費
シェア
は
、日
本
や
韓
国
、米
国
が
約
19
％

で
あ
る
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と
比
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水
準
に
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ま
っ
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ま
す
。

　
し
か
し
近
年
、若
い
女
性
を
中
心
に
メ
ー

キ
ャ
ッ
プ
化
粧
品
が
普
及
す
る
よ
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に
な

り
、そ
の
浸
透
率
は
15
年
の
31
・６
％
か
ら

19
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に
は
48・８
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ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。

　
19
年
に
お
け
る
メ
ー
キ
ャッ
プ
用
品
市
場

規
模
は
前
年
比
38
％
増
と
ス
キ
ン
ケ
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用
品

（
同
31・8
％
増
）を
上
回
って
お
り
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界
で

は
今
後
の
台
風
の
目
と
し
て
、そ
の
成
長
への

期
待
が
高
ま
って
い
ま
す（
図
表
７
）。

新
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粧
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れ
る
理
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メ
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粧
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況
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。
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９

９
０
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う
理
由

で
す
。

　
筆
者
は
中
国
の
会
社
で
働
い
て
い
ま
す

が
、コ
ロ
ナ
前
は
ど
こ
か
海
外
へ
行
く
こ
と
が

同
僚
の
中
国
人
女
性
に
知
ら
れ
る
と
大
変

で
し
た
。

　「
こ
れ
を
免
税
店
で
買
っ
て
き
て
。あ

と
、こ
れ
も
買
っ
て
き
て
」と
、大
量
の
お
土

産
リ
ス
ト
を
持
た
せ
ら
れ
る
の
で
す
。日
本

人
の
友
人
か
ら「
い
つ
か
ら
運
び
屋
に
な
っ

た
の（
笑
）？
」と
聞
か
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

で
国
外
に
移
動
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、昨
年
は
そ
う
い
う
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
中
国
人
女
性
も
こ
れ
ま
で
免
税
店
で
購

入
し
て
い
た
高
級
化
粧
品
を
、国
内
店
舗

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ
な
ど
で
購
入

す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。筆
者
の
周
り
で

も
そ
う
い
う
女
性
が
確
実
に
増
え
て
い
ま

す
。

　
あ
る
意
味
、新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
っ

て
、そ
れ
ま
で
国
外
で
購
入
さ
れ
て
い
た
高

級
化
粧
品
が
国
内
で
購
入
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
上
で
今
後
を
展
望
す
る
と
、コ
ロ
ナ

禍
は
ま
だ
ま
だ
収
束
せ
ず
、国
外
移
動
の

制
限
が
２
０
２
１
年
も
続
く
こ
と
は
確
実

で
す
。

　
従
っ
て
日
系
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

は
、高
級
化
粧
品
を
含
め
て
化
粧
品
を
中

国
国
内
に
ど
う
や
っ
て
流
通
さ
せ
る
か
、ど

の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
組
む
か

が
課
題
と
言
え
ま
す
。

　
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、近
年
に
お
け
る

日
本
の
化
粧
品
輸
出
額
の
成
長
は
目
覚
ま

し
く
、黒
字
額
も
拡
大
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
規
模
、成
長
性
か
ら
見
て
、今
や
化
粧

品
は
日
本
の
重
要
な
輸
出
商
品
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
殊
な
環
境
下

で
、い
か
に
し
て
中
国
で
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て

い
く
か
が
、今
後
の
成
否
を
分
け
る
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。

日本の化粧品輸入額・輸出額（2013年～19年）図表1

日本の国・地域別化粧品輸出額（2019年）図表3

日本の対中国化粧品輸出額（2013年～20年）図表4

中国の化粧品消費額（2015年～19年）図表5

日本の化粧品輸出額と前年比成長率（2013年～20年）図表2

中国化粧品の品目別消費シェア（2019年）図表6

19
年
に
は
２
６
４
６
億
円
と
10
倍
超
に
膨

れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。直
近
の
20
年
の
輸
出

額
に
お
い
て
も
、１
月
〜
10
月
だ
け
で
既
に

19
年
実
績
を
上
回
る
２
９
０
３
億
円
に
達

し
て
い
ま
す（
図
表
４
）。

　
以
上
か
ら
、近
年
の
日
本
の
化
粧
品
輸

出
額
の
成
長
は
、実
質
的
に
ほ
ぼ
中
国
向
け

輸
出
の
急
成
長
に
牽
引
さ
れ
て
き
た
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

中
国
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も

消
費
が
絶
好
調

　
中
国
国
内
の
化
粧
品
市
場
も
拡
大
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
前
瞻
経
済
学
人
が
発
表

し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、19
年
に
お
け
る
中

国
の
化
粧
品
消
費
額
は
２
９
９
２
億
元（
約
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15
年
以
降
か
ら
貿
易
黒
字
が
拡
大

　
ま
ず
、日
本
の
化
粧
品
の
貿
易
統
計
に
つ

い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。図
表
１
の
グ
ラ
フ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。財
務
省
貿
易
統
計
か

ら
引
用
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、日
本
の
化

粧
品
貿
易
は
14
年
ま
で
は
輸
入
額
と
輸
出

額
が
ほ
ぼ
均
衡
す
る
状
態
に
あ
り
ま
し
た

が
、15
年
に
輸
出
額
が
約
4
7
1
億
円
を

上
回
っ
て
大
幅
な
黒
字
を
出
し
て
か
ら
、黒

字
幅
が
現
在
も
拡
大
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
19
年
の
実
績
は
輸
出
額
が
５
９
７
９
億

円
、輸
入
額
が
２
１
４
５
億
円
と
な
り
、差

し
引
き
の
黒
字
額
は
３
８
３
４
億
円
に
上

り
ま
す
。

　
輸
出
額
の
成
長
率
に
着
目
す
る
と
、14

年
か
ら
18
年
に
か
け
て
は
２
桁
の
急
成
長

が
続
き
ま
し
た
。18
年
に
至
っ
て
は
、前
年

比
40・8
％
増
と
い
う
目
覚
ま
し
い
急
成
長

ぶ
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
19
年
に
成
長
率
は
一
転
鈍
化
し
た
も
の

の
、そ
れ
で
も
同
９・５
％
増
と
い
う
高
い
成

長
率
を
維
持
し
ま
し
た
。20
年
は
１
月
〜

10
月
の
輸
出
額
が
５
５
４
７
億
円
と
な
っ
て

お
り
、通
年
で
19
年（
５
９
７
９
億
円
）の
水

準
を
上
回
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
言
え
る

で
し
ょ
う（
図
表
2
）。

輸
出
先
は
中
国
が
4
割
超
と
圧
倒
的

　
続
い
て
輸
出
額
の
国・地
域
別
シ
ェ
ア
を

見
て
い
く
と
、19
年
実
績
で
は
中
国
が
42・

６
％
と
、2
位
の
香
港（
22・４
％
）の
２
倍
の

シ
ェ
ア
で
首
位
に
君
臨
し
て
い
ま
す
。３
位

以
下
の
シ
ェア
は
す
べ
て
10
％
以
下
で
あ
り
、

輸
出
先
と
し
て
は
中
国
と
香
港
が
際
立
っ

て
い
ま
す（
図
表
３
）。

　
そ
の
最
大
の
輸
出
先
で
あ
る
中
国
向
け

輸
出
額
に
着
目
し
て
み
る
と
、13
年
は
わ
ず

か
２
１
２
億
円
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

４・７
兆
円
）で
、す
で
に
米
国
に
次
ぐ
世
界

第
２
位
の
消
費
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。19

年
実
績
は
15
年（
２
０
４
９
億
元
）比
で
約

１・５
倍
と
な
っ
て
お
り
、高
成
長
が
今
も
続

い
て
い
ま
す（
図
表
５
）。

　
直
近
に
お
け
る
消
費
も
、相
変
わ
ら
ず

活
発
で
す
。中
国
国
家
統
計
局
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、20
年
11
月
に
お
け
る
化
粧
品
類
の

消
費
額
は
前
年
同
月
比
24
・８
％
増
と
な

り
、通
信
機
材
類（
同
43・６
％
増
）、金
銀

宝
石
類（
同
32・３
％
増
）に
次
ぐ
高
い
成
長

率
を
示
し
ま
し
た
。

メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
用
品
が
成
長
株
に

　
19
年
に
お
け
る
中
国
の
化
粧
品
品
目
別

の
消
費
シ
ェ
ア
を
見
る
と
、従
来
通
り
ス
キ

ン
ケ
ア
用
品
の
割
合
が
高
く
、51・２
％
と
過

半
数
超
を
占
め
て
い
ま
す（
図
表
６
）。た
だ

市
場
で
は
、メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
用
品（
11・６
％
）

が
、今
後
の
成
長
株
と
し
て
現
在
注
目
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
国
に
お
け
る
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
用
品
の
消

費
シェア
は
、日
本
や
韓
国
、米
国
が
約
19
％

で
あ
る
の
と
比
べ
、低
い
水
準
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
近
年
、若
い
女
性
を
中
心
に
メ
ー

キ
ャ
ッ
プ
化
粧
品
が
普
及
す
る
よ
う
に
な

り
、そ
の
浸
透
率
は
15
年
の
31
・６
％
か
ら

19
年
に
は
48・８
％
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。

　
19
年
に
お
け
る
メ
ー
キ
ャッ
プ
用
品
市
場

規
模
は
前
年
比
38
％
増
と
ス
キ
ン
ケ
ア
用
品

（
同
31・8
％
増
）を
上
回
って
お
り
、業
界
で

は
今
後
の
台
風
の
目
と
し
て
、そ
の
成
長
への

期
待
が
高
ま
って
い
ま
す（
図
表
７
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で

高
級
化
粧
品
が
売
れ
る
理
由

　
メ
ー
キ
ャッ
プ
用
品
の
市
場
拡
大
と
と
も

に
、20
年
に
お
け
る
中
国
化
粧
品
市
場
の

重
要
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
高
級
化
粧
品

の
活
況
」が
よ
く
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
各
メ
デ
ィ
ア
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
分
析
で

は
、中
国
全
体
の
所
得
上
昇
、並
び
に
１
９

９
０
年
代
生
ま
れ
の
若
年
女
性
の
間
で
の

人
気
か
ら
、国
外
ブ
ラ
ン
ド
高
級
化
粧
品
の

人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
中
国
国
内
ブ
ラ
ン
ド
と
比
べ
て
値
段
が
や

や
割
高
な
日
系
ブ
ラ
ン
ド
化
粧
品
の
近
年

の
好
調
ぶ
り
も
、こ
う
し
た
流
れ
の
上
に
あ

る
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
高
級
化
粧
品
の
活
況
ぶ
り
は
、実
は

は
っ
き
り
と
し
た
理
由
が
存
在
し
ま
す
。

　
そ
れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

で
海
外
旅
行
が
制
限
さ
れ
、空
港
内
免
税

店
が
使
え
な
く
な
っ
た
か
ら
、と
い
う
理
由

で
す
。

　
筆
者
は
中
国
の
会
社
で
働
い
て
い
ま
す

が
、コ
ロ
ナ
前
は
ど
こ
か
海
外
へ
行
く
こ
と
が

同
僚
の
中
国
人
女
性
に
知
ら
れ
る
と
大
変

で
し
た
。

　「
こ
れ
を
免
税
店
で
買
っ
て
き
て
。あ

と
、こ
れ
も
買
っ
て
き
て
」と
、大
量
の
お
土

産
リ
ス
ト
を
持
た
せ
ら
れ
る
の
で
す
。日
本

人
の
友
人
か
ら「
い
つ
か
ら
運
び
屋
に
な
っ

た
の（
笑
）？
」と
聞
か
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

で
国
外
に
移
動
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、昨
年
は
そ
う
い
う
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
中
国
人
女
性
も
こ
れ
ま
で
免
税
店
で
購

入
し
て
い
た
高
級
化
粧
品
を
、国
内
店
舗

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ
な
ど
で
購
入

す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。筆
者
の
周
り
で

も
そ
う
い
う
女
性
が
確
実
に
増
え
て
い
ま

す
。

　
あ
る
意
味
、新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
っ

て
、そ
れ
ま
で
国
外
で
購
入
さ
れ
て
い
た
高

級
化
粧
品
が
国
内
で
購
入
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
上
で
今
後
を
展
望
す
る
と
、コ
ロ
ナ

禍
は
ま
だ
ま
だ
収
束
せ
ず
、国
外
移
動
の

制
限
が
２
０
２
１
年
も
続
く
こ
と
は
確
実

で
す
。

　
従
っ
て
日
系
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

は
、高
級
化
粧
品
を
含
め
て
化
粧
品
を
中

国
国
内
に
ど
う
や
っ
て
流
通
さ
せ
る
か
、ど

の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
組
む
か

が
課
題
と
言
え
ま
す
。

　
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、近
年
に
お
け
る

日
本
の
化
粧
品
輸
出
額
の
成
長
は
目
覚
ま

し
く
、黒
字
額
も
拡
大
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
規
模
、成
長
性
か
ら
見
て
、今
や
化
粧

品
は
日
本
の
重
要
な
輸
出
商
品
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
殊
な
環
境
下

で
、い
か
に
し
て
中
国
で
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て

い
く
か
が
、今
後
の
成
否
を
分
け
る
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。

化粧品品目消費シェアの国別比較（2019年）図表7

19
年
に
は
２
６
４
６
億
円
と
10
倍
超
に
膨

れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。直
近
の
20
年
の
輸
出

額
に
お
い
て
も
、１
月
〜
10
月
だ
け
で
既
に

19
年
実
績
を
上
回
る
２
９
０
３
億
円
に
達

し
て
い
ま
す（
図
表
４
）。

　
以
上
か
ら
、近
年
の
日
本
の
化
粧
品
輸

出
額
の
成
長
は
、実
質
的
に
ほ
ぼ
中
国
向
け

輸
出
の
急
成
長
に
牽
引
さ
れ
て
き
た
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

中
国
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も

消
費
が
絶
好
調

　
中
国
国
内
の
化
粧
品
市
場
も
拡
大
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
前
瞻
経
済
学
人
が
発
表

し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、19
年
に
お
け
る
中

国
の
化
粧
品
消
費
額
は
２
９
９
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AlterEgoは、声に出さなくても言葉を認識することができるデバイス。
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口
に
出
さ
な
く
て
も
考
え
た
こ
と
が

そ
の
ま
ま
相
手
に
伝
わ
る
、以
心
伝
心

は
脳
科
学
が
目
指
し
て
い
る
マ
イ
ル
ス

ト
ー
ン
の
1
つ
だ
ろ
う
。

　
テ
ス
ラ
や
ス
ペ
ー
ス
X
の
創
業
者
と
し

て
知
ら
れ
る
イ
ー
ロ
ン・マ
ス
ク
が
設
立
し

た
、Naturalink

も
ニュ
ー
ロ
ン
か
ら
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
抽
出
す
る
た
め
の
研

究
を
行
っ
て
い
る
。2
0
2
0
年
8
月
に

発
表
さ
れ
た
デ
モ
で
は
、豚
の
脳
か
ら
読

み
取
っ
た
デ
ー
タ
を
表
示
す
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。し
か
し
、こ
う
し
た

B
M
I（Brain M

achine Interface

）

に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
厄
介
な
の
は
、（
少

な
く
と
も
現
在
の
と
こ
ろ
）脳
内
に
チ
ッ

プ
を
埋
め
込
む
必
要
が
あ
る
点
だ
ろ
う
。

　
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

は
、マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

（
M
I
T
）メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
のA

rnav 

K
apur

氏
に
よ
って
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る「A

lterEgo

」が
あ
る
。

　A
lterEgo

の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
は
、耳
か

ら
下
顎
部
分
に
装
着
す
る
ヘッ
ド
セ
ッ
ト

だ
。19
年
に
発
表
さ
れ
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

で
は
、顎
に
接
触
す
る
部
分
に
4
つ
の
電

極
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
。人
間
が
言
葉

を
発
し
よ
う
と
す
る
時
、無
意
識
に
口

の
周
り
の
筋
肉
が
動
く
。

　A
lterE

go

の
電
極
は
筋
肉
の
電
気

信
号
を
読
み
取
り
、A
I
に
よ
っ
て
解

析
。簡
単
な
単
語
で
あ
れ
ば
、被
験
者
が

思
っ
た
言
葉
を
92
%
の
精
度
で
認
識
す

る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
。ま
た
、相
手

か
ら
の
言
葉
は
骨
伝
導
に
よ
っ
て
被
験

者
の
聴
覚
に
届
け
ら
れ
る
。A

rnav 

K
ap
u
r

氏
は
、多
発
性
硬
化
症
や

A
L
S
の
患
者
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を

取
る
た
め
に
、AlterE

go

を
使
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。

　
20
年
11
月
、T
i
me
誌
はA

lterEgo

を

「100 Best Inventions of 2020

」の
1
つ

と
し
て
選
出
。AlterEgo

が
実
用
化
さ
れ

る
ま
で
に
は
、ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、A
I
処
理
を
高
速
で

行
う
た
め
のニュー
ラ
ルエン
ジ
ン
は
年
々
高

性
能
化
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
搭
載
さ

れ
る
よ
う
に
なって
い
る
。手
術
を
必
要
と

し
な
い
非
侵
襲
型
の
B
M
I
と
し
て
期
待

し
た
い
。
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中野陽介 1987年福岡生まれ。19歳で渡米し、Los Angeles City College卒
業。23歳の時、岡本太郎著「今日の芸術」を読んで衝撃を受ける。24歳で
渡タイ、バンコクでサラリーマンと芸術家の二足のワラジ生活を３年間送る。
28歳から1年間で22ヵ国を巡る世界一周旅を敢行。旅先で路上ワーカーた
ちの出会いに感銘を受け、「路上ワークの幸福論」を出版。同書は
Kinokuniya：Bangkok店&EmQuartier店でも発売中。
HP：yosukenakano.com  Instagram：@yosukenakano

　モアイ像を見にイースター島へ。強烈な風に、美し
い水平線。海が大きすぎて恐怖を覚える。島全体が
パワースポットのようなエネルギーに溢れている島
だった。
　そんな小さな島でも人間たちは逞しく、想像と創造
を繰り返していた。２本の虹ができていた。

チリ・イースター島

いろんな景色、いろんな想い

イメージキャラクター   ぱんちゃん璃奈

1989年、英国のレイブンズボーン大学留学中に、世界的に有名な風水大師葉清海氏から風水
師としての才能を認められ、最初で最後の日本人内弟子として彼が89歳で他界するまでの約30
年間、風水を学んだ。チュラロンコーン大学教育学部高等教育課で博士号を取得後、風水を
中心に取り入れたビジネスコンサルティング会社SSF CONSULTATION LTDをタイ、バンコク
に2009年に設立して現在に至る。タイの他、アメリア、インド、インドネシア、英国、カンボジア、シンガ
ポール、台湾、中国、ベトナム、香港、マレーシア、ミャンマー、日本などへも仕事で出向いている。

　風水は中国が発祥です。風水の本来
の意味は「気の流れを物の位置と時間に
よってコントロールする」です。
　古代中国では風水という呼び名が使わ
れる前、風水は「堪輿（かんよ）」と呼ばれて
いました。道教における天と地を観察すると
いう教えから、この名前が付けられました。
　東晋の時代（317年～420年）、道教
の神秘主義者で歴史家でもあり詩人で
もあった郭璞（かくはく）は歴史上初の風
水本「葬書」を著しました。この葬書は字
の如く、お墓の風水つまり墓相の本です。
　その中には右のような詩が書かれていま
す。これによって風水の定義が確立された
と言っても過言ではありません。

　また郭璞は、風水とは天と地の法則に
基づいた縁起の良いエネルギーだと言っ
ています。
　中国の諺では誰でも３つの幸運（天
命、地命、人命）が必要だと言われてい
ます。天命とは運命です。地命とは風水
を指しています。人命は人間の努力を意
味します。
　もし、風水を取り入れていなかったら、人
生の幸運の３分の１の損失になるのです。

　風水は住まい、オフィス、庭、病院、学校、
工場、環境設備、都市計画、墓地、霊園
等に使用する最もオリエンタル的メソッドで
す。コインには表と裏があるように、良い風水
は私達の人生の全てを満たしてくれます。反
対に悪い風水は結婚、健康、ビジネス、成
功を破壊して、多くの不幸をもたらします。
　現在の日本で一般的に浸透している風
水とは、家相や九星気学をアレンジした類
で本来の“風水”とは少し異なっています。

鶴田 雅子ビジネスにも活かせる

風水 学

和訳：気は風に乗れば即ち散り、水に界せば即ち止まる。古人はこれを聚めて散らしめず、

流して蓄積させる。これを風水と呼ぶ

気乗風則散 界水則止 古人聚之使不散

行之使有止 故謂之風水

1: 風水という名前の由来

ビジネスコンサルティング会社
SSF CONSULTATION LTD代表

郭璞
（276年～324年）
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※東京証券取引所市場第一部企業

323 United Center Bldg., 29 th Floor, Room No. 2902B, Silom Road, Silom, 
Bangrak, Bangkok 10500

※契約期間1年未満の短期契約、賃料が50,000THB/月未満の物件契約時は既定の仲介手数料を別途申し受けます。 
大学卒業後、2008年スターツ入社。賃貸売買仲介、開発事業、支店長経験を経て
2018年からバンコク支社に着任。趣味は野球とゴルフ。

www.starts.co.jp/thailand

物 件 情 報 満 載の H P もご覧ください

スターツバンコク

ピタットハウスイメージキャラクター

水野 真紀 さん

STARTS International (Thailand) Co., Ltd.
日本語専用ホットライン(営業時間：平日8：30～17：30)
  

starts@starts.co.jp（佐藤）
026-304-848 

15,000B分15,000B分旅行商品券旅行商品券 Pocketalk SPocketalk S

協賛：

不景気にも負けない成約特典プレゼント

日本全国650店舗を展開する
ピタットハウスはスターツグループです。

日系企業をサポートし続けて35年の歴史があります。
ご赴任からご帰任まで住まいをサポートさせていただきます。

国内旅行でタイを応援しよう！国内旅行でタイを応援しよう！ 駐在生活でも役立つ小型通訳機駐在生活でも役立つ小型通訳機 空気清浄機＆
スティッククリーナー
空気清浄機＆
スティッククリーナー

新生活をクリーンに！新生活をクリーンに！

タイ語も
通訳可!

協賛：A B C
協賛：

※60,000THB以上の物件成約者が対象
　（2021年1月～3月まで）。

駐在員様向けの住宅仲介
工場用地の賃貸・売買仲介
オフィス賃貸仲介
コンドミニアムの売買仲介

Managing Director 佐藤 勇介（Yusuke Sato）

世界23ヵ国37都市のネットワーク

タイでの
住まい探しに
安心と信頼を。
住宅更新もお任せください

お客様と直接お会いする機会がある営業スタッフですお客様と直接お会いする機会がある営業スタッフです

（2年間ご利用可能です）（2年間ご利用可能です）


